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せ。本の選び方や読み方のポイント、本の持
ち方・めくり方などを丁寧にまとめたマニュ
アル『HAHADOKU BOOK』は、素人の域
を超える。卒業式では、PTA会長が祝辞と
してボブ・ディランの『はじまりの日』を読
み聞かせ、６年間を締めくくった。
　その他にも、行事の度に望遠レンズが並ぶ
広報部、会員の子育てにまつわるエッセイを
とりまとめる文化部等々。個々の意識の高さ
と相互のつながりが活動の質を高めている。
３　地域の支え
　動物ふれあい体験、サツマイモ栽培、花壇
の整備など、近隣の県立旭農業高校とのお付
き合いは長い。とりわけ、農業の盛んな本市
であってもほとんどが経験のない田植えや稲
刈り体験は、地域の風物詩として毎年のよう
に報道されている。収穫したお米が、高校生
の手によって津波で被災された市民に贈られ
ていることも意義深い。
　また、６年生の総合学習では、地域防災や
学区の歴史など地域にまつわるテーマを毎年
設定し、パンフレット等により地域の魅力と
して発信してきた。昨年度は、本市の豊か
な農水産物を使った料理を考え、レシピ集に
まとめて道の駅などで配布した。これらの活
動は、官・民・学が一体となって設立された 

「旭・学び助成金（旭３Ｓ）」からの支援と助
言のおかげである。
　ほかにも、狭隘で交通量が多い学校周辺の
交差点に毎朝立ってくださるボランティア団
体、影絵クラブを指導してくださるグループ、
昔遊びを共に楽しんでくださる老人会等支え
てくださる多くの「ひと」に囲まれている。

　本校は市の中心部にあり、児童678名が在
籍する周辺市町の中でも比較的規模の大きい
学校である。たくさんの子供たちが集う本校
の特長を生かし「みんなで学び　みんなが育
つ」を理念とし実践を重ねている。子供たち
を「みんなで育てる」ために、本校に関わっ
ている「ひと、つながり」こそが学校自慢で
ある。一端ではあるがご紹介したい。
１　職員の士気
　今般の臨時休業ではワークシートづくりに
全職員で取り組んだ。一週間分の学習予定表
の添付、関連動画のQRコードによる明示に
加え、５月早々には職員自らが60本以上の動
画をYouTubeにアップした。「担任が映るか
ら子供がやる気になった」といった声も寄せ
られた。制作の過程では、ベテランならでは
の教材観と、若手のアイディアが融合し、互
いに高め合う研修の機会となった。
　また、子供を取り巻く課題が複雑化、多様
化している現況の中、「仲間を一人にしない」
という意識も強い。子供サポート委員会での
情報共有、担任外による学級支援、関係者に
よるケース会議の随時開催と保護者面談など、
子供にとっての最善を「つながり」の中で目
指そうという意気込みを感じる。
２　PTA活動の主体性
　本部と８つの専門部で組織されるPTA。
運動会の場所取りでは、課題が見られた先着
順から抽選方式に改めた本部役員のリーダー
シップ。一家庭４㎡以内に制限した上で、あ
らゆるケースを想定し、抽選日の流れをフロー
チャートにまとめた緻密さには舌を巻く。
　また、通称「母

はは
読
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」による毎週の読み聞か

学 校 自 慢
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道　　標
　ストレス社会のひずみが弱者へと向けられる。「新
型コロナウイルスの感染拡大による休校や外出自粛
で、子供の虐待が増えるとの懸念が高まっている。」
とのニュースが報道された。心痛む報道であるが、
これが現実であるということを受け止めなければな
らない。
　児童相談所における虐待相談対応件数は年々増加
の一途であり、平成30年度は全国で159,838件となっ
ている。本県（千葉市含む）においても、平成23年
度は2,960件であったものが、平成30年度には9,060
件と３倍強に増加している。目黒女児虐待事件（平
成30年）や野田小４女児虐待事件（平成31年）と
いう幼い命が奪われた事件は、深刻な社会問題と 
なった。
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　このような状況の下、国においては「児童虐待防
止策を強化するための関連法案」が令和元年６月に
全会一致で可決され、文部科学省、厚生労働省等関
連省庁が連携した取組がなされている。本県におい
ても、同年11月「教職員のための児童虐待対応の手
引き」を改訂し、県教育委員会Webサイトに掲載
し広く周知した。
　親から虐待を受けても子供は自宅に帰る。耐え難
い環境の中でも、親からの無条件の愛情を欲する姿
にやるせなさを感じる。そして、虐待をしてしまっ
ている大人も、学校教育を受けて育ったのである。
虐待を根絶するために、教育基本法第１条教育の目
的「人格の完成」に立ち返り、この問題を見つめ学
校が果たすべき役割を考えていきたい。



2　千葉教育　令和２年度　菊

に造作し、石を滑らせて降ろしました。この
滑り台のような道を「樋

とい

道
みち

」と言います。ま
た勾配が緩やかになった中腹から麓までは
ネコ車と呼ばれる荷車に石を載せて人力で降
ろします。ネコ車には石を三本載せ、合計
で約240㎏もありました。ネコ車を引く人は 

「車
しゃ

力
りき

」と呼ばれ、驚くことに何とそれは女
性の仕事でした。「車力」は中腹で石を乗せ
運び、麓で石を降ろすと、また空のネコ車を
背負って中腹まで戻ります。この作業を一日
三往復行ったと言われております。今では登
山用に利用されている「車

しゃ

力
りき

道
みち

」ですが、登
るだけでも大変なのに、重いネコ車を背負っ
て登るのは石を降ろすのと合わせ、過酷な仕
事だったわけです。
　麓まで降ろされた石は金谷港から船で東京
や京浜地区に運ばれました。江戸から明治、
そして大正へと日本が急速に近代化を進める
中で、房州石は大きく需要を伸ばします。横
浜の開港、お台場の整備、皇居の造営、そし
て急速に発展する首都圏の都市基盤の整備に
なくてはならない建材として貢献します。明
治から大正にかけての最盛期には年間で56万
本の石がこの山から切出されました。当時金
谷の村には30軒ほどの石の元締めがあり、村
民の約８割が何らかの形で石の事業に関係の
ある仕事をしていたと言われております。ま
さに金谷は石のまち。石により経済が回って
いたと言っても過言ではなかったのです。
　しかし、房州石の採石は時代の流れの中で
衰退の兆しが見えてきます。大きなきっかけ

１　天空の石切場
　房州三銘山の一つ鋸山。古くは安房国と上
総国の国境であり、現在も富津市と鋸南町の
境界の山です。その鋸山で房州石の採石が始
まったのは江戸期頃からと言われております。
採石は当初、切出しやすい山の麓付近で行わ
れていましたが、質の良い石を求めて徐々に
上へ上へと向かい、やがて山頂付近で盛んに
切られるようになりました。
　鋸山の特徴で
ある切り立った
絶壁が形作られ
たのは、実はこ
の山が安房と上
総の国

くにざかい

境だった
ということと深
く関係しており
ます。国境だっ
たが故に、山頂
の稜線に沿った
境界部分は手をつけずに、その手前から石を
切り出していった結果、垂直に聳えるダイナ
ミックな壁面が形作られていったのです。そ
してそれは多くの石工たちの気の遠くなるよ
うな時間と労力によるものなのです。
２　日本の近代化を支えた石
　当時の石工は一人で平均一日８本の石を切
出したそうです。「尺

しゃくさん

三」という企画のサイ
ズに切られた石の重さは約80㎏で、山頂付近
の石切場から麓まで人力で降ろします。山頂
付近の急勾配の斜面では地形を滑り台のよう

提 言
よろこび溢れる山　〜鋸山〜

鋸山美術館館長　鈴
すず
木
き
　裕
ひろ
士
し
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光客がその魅力に惹かれ訪れており、周辺の
町はその恩恵にあずかっています。
４　よろこび溢れる山
　以前、鋸山は外国人が好むDeep Japanラ
ンキングで全国第２位になったという新聞報
道がありました。事実、年々鋸山を訪れる外
国人は増えております。外国人が好む日本の
魅力の要素として①自然②田舎③スピリチュ
アルがあると言われておりますが、鋸山の魅
力はこの全てを内包しているというのです。
　その鋸山ですが、昨年９月に襲来した台風
15号によりかつてない程の甚大な被害を被り
ました。三本ある全ての登山道が倒木や土砂
崩れで全て通行不能となったのです。おびた
だしい数の倒木は幾重にも重なり、土砂崩れ
も至る所で発生しました。観光で成り立って
いる金谷の町にとっては大ピンチです。
　しかし、この惨状を聞き駆けつけてくれた
大勢のボランティアの方々がこの窮状を救っ
てくれました。自発的に集まってくれたボラ
ンティアの皆さんはチェーンソーやノコギリ、
スコップなど持参でおびただしい数の倒木を
少しずつ処理してくれました。多い時は30名
以上のボランティアが集まりました。彼らの
献身的な復旧協力、そしてまたクラウドファ
ンディングなどを通じての募金応援により通
行不能であった登山道は、三本のうち二本が
約四か月で開通することができたのです。今
回の被災で、どれほど多くの方が鋸山を愛し
てくださっているか改めて強く感じました。
　鋸山は高い山のない千葉県で、独特の個性
を持った山だと思います。地域の宝である鋸
山が、よろこび溢れる山として多くの来訪者
に愛され続けることを心より望んでおり、ま
たそのための活動を続けていきたいと思いま
す。

は大正12年の関東大震災でした。鋸山の石切
場も甚大な被害があり、ある丁場では、昼休
み中の石工が落盤の被害にあったそうです。
また当時、急速に普及が進んでいたセメント
により石の建材としての地位が取って代わり
始めました。震災後は石屋の数も激減し、戦
後まで続いていた石屋はわずかでした。そ
して約300年近く続いた石切りの歴史ですが、
昭和60年に最後の元締めが事業を終了し、鋸
山の房州石採石は幕を閉じました。
３　ナチュラルミュージアム
　しかし、その後、鋸山に残る数多くの石切
場の遺構は観光資源として新たな脚光を浴び
始めます。きっかけは全国的に活動している
石の研究者の方々との出会いでした。金谷を
訪れ、鋸山の現地調査を重ねた結果、石切場
はそのスケールの大きさから日本で最大級の
石切場遺構であるとの評価をいただいたので
す。その後、専門家や研究者の方々の協力に
より、房州石の調査や他の地域の石文化発表
の場として「金谷石のまちシンポジウム」を
毎年開催しており、令和元年に第11回目を数
えるに至りました。この研究の成果により鋸
山の房州石の採石の歴史は全国の専門家から
も注目されるようになったのです。2020年の
日本遺産には惜しくも採択されませんでした
が、神秘的な石切場や鋸南町側にある関東最
古の聖武天皇の勅願寺である日本寺の魅力と
合わせ、多くの観光客が訪れる南房総でも屈
指の観光スポットとなっております。
　石工たちは当時ツルハシなど簡単な道具し
かなかったにもかかわらず、その石切の跡は
正確に驚くほど垂直に削り取り、その壁面の
見事な造形美は時代を超え、見る者を魅了し
ています。私たちはこの石切場群をナチュラ
ルミュージアム（自然の博物館）と呼んでお
ります。国内のみならず海外からも多くの観
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養育を受けなければならない子どもたちの養
育を保証するための『社会的養育』（里親家
庭における養育や施設養育）の大幅な改革を
行ってきた。
　一方で、子どもに関わる重要な領域の一つ
である教育において、子ども虐待の増加に対
応するため、どのような取り組みが行われて
きただろうか。筆者は教育に関して全くの門
外漢であるため看過している可能性は否定で
きないものの、少なくとも部外者から見る限
り、教育行政が、虐待問題への対応のために
何らかの改革を行ったようには思われない。
　本稿では、子ども家庭福祉、とりわけ社会
的養育が、虐待を受けた子どもの増加に対し
てどのような改革を実施し、また今後も実施
しようとしているのかを概観する。この作業
が、教育や学校における子ども虐待対応のあ
り方を探求するきっかけになることを願う。

社会的養育における個別化と小規模化
　虐待・ネグレクトを理由に家庭から分離さ
れた子どもの養育の最大の受け皿は児童養護
施設である。現存する児童養護施設の大半は、
戦後の戦災浮浪児対策として誕生し、長きに
わたって『集団主義養護』という価値観のも
とで子どもたちの養育にあたってきた（積、
1971）。集団主義養護とは、「子どもは集団の
中で、他の子どもとの関係によって成長して
いく」とする考え方である。筆者は、戦後直
後の戦災孤児の状況の詳細を知らないため推
測の域をでないものの、多くの子どもにとっ

子ども虐待の現状
　2018年度の全国の児童相談所の虐待通告対
応件数は159,850件であった。これに、市町
村の相談窓口への虐待通告件数約12万件を加
え、約３万件とされる重複分を差し引くと約
25万件となる。「虐待大国」とされる米国では、
年間に300万件程度の通告があるものの、通
告を受けた虐待対応機関（Child Protective 
Services）の調査の結果、虐待が確認された
事例は60万〜70万件であると報告されている。
我が国の場合は、児童相談所等への通告が
あったケースの大半が、実際に虐待等が認め
られる事例であることを考え、さらには日米
の人口を考慮に入れると、年間の虐待・ネグ
レクトの通告対応件数は、日米でほとんど同
程度であると推測される。子ども虐待の問題
が社会問題の様相を呈し始めた1990年代の初
頭においては、当時の関係者のほとんどが「日
本でも虐待が問題となってきてはいるものの、
わが国の虐待件数は、米国とは比べ物になら
ないくらい少ない」と考えていたのではなか
ろうか。しかしながら、気が付いてみれば、
わが国は米国に比肩する「虐待大国」となっ
てしまったと言えよう。

子ども虐待への対応
　1990年以降の子ども虐待事例の急増に対処
するため、子ども家庭福祉領域では、児童虐
待防止法の新設および改正や児童福祉法の改
正を重ねてきた。また、これらの法改正と合
わせて、虐待やネグレクトを理由に家庭外で

山梨県立大学人間福祉学部長　西
にし
澤
ざわ
　哲
さとる

子ども虐待と教育
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その改革の方針が提示されることとなった。
一方で、教育領域ではどのような対応がなさ
れているだろうか？筆者は、児童養護施設や
里親家庭で養育されている子どもたちと関わ
る機会が多いが、彼らの抱える学力遅滞の問
題は深刻である。児童養護施設で養育されて
いる子どもたちは、知能検査の結果では軽度
知的障害や境界線級知能に該当することが少
なくないが、彼らの家庭における養育の問題
を考慮に入れるならば、多くの場合、本来の
知的障害ではなく、養育環境の不全に起因す
る知的発達の問題であると考えられる。さら
には、残念なことに、現在の知能検査は学力
と全く分離して知能を評価することが困難で
あり、学力の低下が知能指数の「低下」につ
ながってしまうことも否定できない。
　虐待・ネグレクト環境に置かれていたため
に、知能の発達にとって不可欠な適切な刺激
を受けることができず、かつ、家庭学習など
の機会を剥奪されてきた子どもたちに学力を
保障することの意義は大きい。学力遅滞が二
次的障害となるのを予防することができれば、
社会的養育下にある子どもたちがより良い人
生を歩む可能性が高まることになりはしない
か。
　子どもたちの個別的な学力ニーズに応える
には、集団養育を基本とした社会的養育が無
力・反治療的であったように、集団教育を前
提とした現行の学校教育では不可能であるよ
うに思われる。学校が虐待という問題に対応
するための一つの道筋として、虐待・ネグレ
クトを受けた子どもの学力保障のための教育
の個別化と、それを可能とするための教育の
小規模化に取り組むべき時期が来ているので
はなかろうか。

（参考文献）積惟勝　集団主義養護の子どもたち：

　福祉と教育の統一のために　社会事業新書　1971

て施設で養育される理由が「戦争によって父
母を失った」という同種のものであった時代
背景にあって、戦争で親を失った子どもたち
が、施設において「仲間」に支えられて育つ
といった事態があった可能性は否定できない。
しかし、1960年以降、施設から戦災孤児たち
が巣立った後、施設養育を必要とする子ども
たちの家族・社会的背景は多様化した。とり
わけ、1990年以降、虐待やネグレクトを理由
に児童養護施設にやってくる子どもたちは、
それぞれ固有の福祉ニーズを抱えて福祉関係
者の前にその姿をあらわすようになったのだ。
　こうした、個別性の高い、固有のニーズを
抱えた子どもたちに対して、『集団主義養護』
は無力どころか、反支援的な意味を持ってし
まうこととなった。2000年以降、「施設内虐
待」という出来事が多発するようになったの
も、これと無関係ではないと言えよう。先述
のように、児童福祉法や児童虐待防止法が幾
度となく改正を重ねてきた要因の一つには、
こうした子どもの抱える福祉ニーズと供給さ
れる支援のミスマッチがあったと言えよう。
とりわけ、2016年の児童福祉法の改正では、
従前の「施設ありき」の社会的養育から、里
親家庭優先の原則への大転換が宣言された。
合わせて、児童養護施設においても、子ども
の個別的なニーズに対応するための小規模化

（最大６人までのグループホーム方式）への
転換を進めることとなった。こうした動きは、
子どもの個々のニーズに応じることを可能と
するよう、社会的養育の構造改革を進めよう
との意図を反映したものである。

教育の「個別化」は可能か？
　前項で概観したように、子ども虐待の問題
が社会問題化することによって、集団を基本
としていた社会的養育の問題点が鮮明となり、
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て中の保護者に接する学校・教育委員会関係
者においては、保護者だけで悩みや不安を抱
え込むことがないように声かけや支援を行う
など家庭への積極的なサポートを行っていた
だきたい。また、体罰がエスカレートして深
刻な児童虐待につながることがないように、

「体罰等によらない子育てのために～みんな
で育児を支える社会に～」の周知もお願いし
たい。

２　文部科学省における取組
　文部科学省では、令和２年度予算において、
スクールカウンセラー（以下、「SC」という。）、
スクールソーシャルワーカー（以下、「SSW」
という。）の児童虐待対策のための重点配置
の予算を新規に計上している。
　令和元年５月には「学校・教育委員会等向
け虐待対応の手引き」を作成し、令和２年６
月には改訂を行った。また、令和２年１月に
は、具体的な虐待対応のケースを取り上げ、
必要な対応のポイントや関係法令等を解説し
た「学校現場における虐待防止に関する研修
教材」を作成した。本研修教材においては、
各学校・教育委員会において、校内研修や教
育委員会主催の研修等において、前述の「学
校・教育委員会等向け虐待対応の手引き」と
併せて活用いただきたい。

３　学校等における児童虐待への対応
　学校・教職員においては、虐待の早期発見・
早期対応に努めるとともに、市町村（虐待対
応担当課）や児童相談所等への通告や情報提

１　近年の児童虐待をめぐる動きについて
　児童虐待については、児童相談所への相談
対応件数が最近10年間で約４倍に増加するな
ど、極めて深刻な問題となっている。また、
一昨年の目黒区、昨年の野田市の事件のよう
に、子供たちの命が失われる痛ましい事件が
後を絶たないなど、依然、深刻な状況が続い
ている。
　政府では、こうした事件を受け、児童虐待
防止のための更なる対策に取り組むべく、平
成31年２月の関係閣僚会議において、「『児童
虐待防止対策の強化に向けた緊急総合対策』
の更なる徹底・強化について」を決定すると
ともに、同年３月には、「児童虐待防止対策
の抜本的強化について」を決定した。
　令和元年６月には「児童虐待防止対策の強
化を図るための児童福祉法等の一部を改正す
る法律」が成立し、親権者等による体罰の禁
止や、学校の教職員等児童の福祉に職務上関
係のある者の守秘義務が明記された。
　また、本法律の成立を受け、令和２年２月
には厚生労働省において、体罰の範囲やその
禁止に関する考え方等について解説した「体
罰等によらない子育てのために～みんなで育
児を支える社会に～」が取りまとめられた。
たとえしつけのためだと親が思っても、身体
に、 何らかの苦痛を引き起こし、又は不快感 
を意図的にもたらす行為（罰）である場合は、
どんなに軽いものであっても体罰に該当し、
法律で禁止される。
　体罰等によらない子育てのためには、周囲
のサポートも重要となる。教育現場等で子育

文部科学省初等中等教育局児童生徒課　海
え
老
び
澤
さわ
　美

み
咲
さき

学校等における児童虐待への対応
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られる中、従前から虐待のリスクがあった家
庭に限らず、普段以上に配慮が必要である。
　日頃から、養護教諭や SC、SSW の役割
を伝えておくほか、24時間子供SOSダイヤ
ル（0120−0−78310）を含む電話相談やSNS
による相談、児童相談所虐待対応ダイヤル 

「189」（いちはやく）など、複数の窓口・連
絡先を常に教室や廊下等に掲示しておくなど、
子供たちが相談しやすくなるような環境づく
りに努めていただきたい。
　保護者に対しては、リーフレットや学校便
り等を通じて子育てに関する地域の相談窓口
を紹介しておくなど、保護者だけでなく地域
全体で子育てをサポートしていくことができ
るような環境づくりが重要である。

５　おわりに
　児童虐待により子供たちの生命が奪われる
ことは決してあってはならない。子供たちの
生命を守ることができるよう、児童虐待防止
対策の推進のため、より一層尽力いただきた
い。

（参考）
○体罰等によらない子育てのために～みんな

で育児を支える社会に～
　https://www.mhlw.go.jp/stf/

seisakunitsuite/bunya/kodomo/
taibatu.html

○「学校・教育委員会等向け虐待対応の手引き」
　https://www.mext.go.jp/a_menu/

shotou/seitoshidou/1416474.htm

○学校現場における虐待防止に関する研修教材
　https://www.mext.go.jp/a_menu/

shotou/seitoshidou/1302913.htm

供を速やかに行うことが求められる。児童虐
待防止法によって学校・教職員に求められる
主な役割は、以下の①～④の４点となる。

　①虐待の早期発見に努めること（努力義
務）

　②虐待を受けたと思われる子供について、
市町村（虐待対応担当課）や児童相談
所等へ通告すること（義務）

　③虐待の予防・防止や虐待を受けた子供
の保護・自立支援に関し、関係機関へ
の協力を行うこと（努力義務）

　④虐待防止のための子供等への教育に努
めること（努力義務）

　個々の教職員だけで虐待に関する問題に対
処することは極めて困難であるため、教職員
は虐待と疑われる事案を発見・見聞きした場
合は一人で抱え込まず、直ちに校長等管理職
に相談・報告し、組織的な対応につなげてい
くことが重要である。また、学校が保護者か
ら威圧的な要求や暴力の行使等を受ける可能
性がある場合は、即座に設置者に連絡すると
同時に、設置者と連携して速やかに児童相談
所、警察等の関係機関、弁護士等の専門家と
情報共有し、対応を検討することも重要であ
る。

４　コロナ禍における児童虐待
　コロナ禍においては、新型コロナウイルス
の感染拡大に伴う自粛生活等のストレスから
虐待に及ぶケースも報告されている一方、児
童虐待の対応件数が減少したといった報告も
ある。休校等で学校等からの相談・通告が減
少したことや、外出自粛により周囲の目に触
れる機会が減少したことにより、児童虐待が
潜在化していることが要因とも考えられる。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
り、これまで経験したことがない生活を強い



8　千葉教育　令和２年度　菊

　①虐待の早期発見に努めること（努力義
務）　　　　　　　　　【第５条第１項】

　②虐待を受けたと思われる子供について、
市町村（虐待対応担当課）や児童相談
所等へ通告すること（義務）【第６条】

　③虐待の予防・防止や虐待を受けた子供
の保護・自立支援に関し、関係機関へ
の協力を行うこと（努力義務）

　　　　　　　　　　　　【第５条第２項】
　④虐待防止のための子供等への教育に努

めること（努力義務）【第５条第５項】

⑵早期発見、早期対応、速やかな通告
　児童虐待は、家庭という「密室」で起こる
ことから発見が困難であると言われている。
そのため、子供や保護者と接する機会の多い
教職員が、SOSのサインや家庭での変化を見
逃さずに発見し、管理職のリーダーシップの
もと、学校全体で早期に対応することが大切
である。学校及び教職員は、虐待を発見しや
すい立場にあることを自覚し、早期発見に努
め、虐待の疑いがあると感じた際は、速やか
に関係機関に通告するという重要な役割が求
められている。
⑶関係機関との連携
　児童虐待は、発生要因が複雑なうえに、子
供、保護者双方への支援が必要であることか
ら、学校だけでの対応は困難であり、関係機
関との連携が必要である。また、虐待の有無
を調査・確認したり、その解決に向けた対応
方針の検討を行ったり、保護者に指導・相談・

１　はじめに
　平成30年度の全国の児童相談所における児
童虐待相談対応件数は、15万9850件（前年度
比2.2万件増）に達し、厚生労働省が統計を
取り始めた平成２年度から28年連続で増加し
ている状況である。
　また、本県においては、平成31年１月に、
小学４年生の児童が亡くなるという痛ましい
事件が発生した。そして、本県では、「この
ような事件を二度と起こしてはならない」と
いう強い決意の下、令和元年に「児童虐待防
止緊急対策」を取りまとめ、現在、実行に移
している。児童虐待は、県全体においても、
深刻な問題の一つである。

２　児童虐待とは
　虐待は、子供の心身の成長及び人格に重大
な影響を与えるとともに、次世代に引き継が
れるおそれもあり、子供に対する最も重大な
権利侵害である。保護者による虐待は、しつ
けとは明確に異なり、懲戒権等の親権によっ
て正当化されるものではない。保護者の立場
よりも、子供の立場で判断することが大切で
あり、児童虐待防止法においても、親権者の
体罰が禁止されている。

３　学校及び教職員の役割・責務
⑴児童虐待の防止等に関する法律
　（児童虐待防止法）
　児童虐待防止法では、学校や教職員に求め
られる主な役割として、次の①～④のように
記されている。

県教育庁教育振興部児童生徒課

学校における児童虐待への対応とは

シリーズ　現代の教育事情3
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して法的側面からの助言が必要な場合は、県
弁護士会から推薦されたスクールロイヤーが、
電話や対面で法律相談を実施。
⑷啓発リーフレットの作成
　令和元年８月に、虐待の早期発見、早期対
応に資するチェックポイント等を記載した「教
職員のための児童虐待対応リーフレット」を
作成し、全公私立（千葉市を除く）幼稚園、
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、
特別支援学校の教職員に配付。各学校におい
て、リーフレットを活用した校内研修を実施。
⑸教職員用マニュアルの改訂
　平成19年３月に作成された「教職員のため
の児童虐待対応マニュアル」を、令和元年11
月に「教職員のための児童虐待対応の手引き」
として改訂し、県教育委員会Webサイトに
掲載。令和２年度には、児童虐待の具体的な
ケースを想定した事例集と、校内研修用資料
を加え、冊子として、各学校に配付予定。

（改訂ポイント）
・文部科学省作成の「学校・教育委員会等向

け虐待対応の手引き」の内容を追加
・児童虐待防止法、千葉県子どもを虐待から

守る条例の改正に伴う内容を追加
・千葉県の児童虐待死亡事例検証委員会にお

ける提言内容を追加、等

５　おわりに
　児童虐待は、子供に対する重大な権利侵害
である。学校や教職員に求められるものは、
子供たちの権利を尊重し、保護者との関係よ
りも、子供の安全を最優先に対応することで
ある。子供たちが、安心して学校生活が送れ
るよう、教職員一人一人が、学校としての役
割と責務を認識し、児童虐待の早期発見・早
期対応に努めることが重要である。

支援したりするのは、権限と専門性を有する
児童相談所や市町村の虐待対応担当課であ
る。学校・教職員は、児童相談所、警察、市
町村の虐待対応担当課等の関係機関の役割や
専門性を念頭に置きながら、学校としての役
割を果たすことが大切である。
⑷通告後の支援について
　学校は、通告後も関係機関と共に支援を継
続することが求められる。児童生徒に対して
は、学校で安心して過ごせるよう心のケアに
努め、児童相談所に一時保護されている場合
は、学習機会の充実を図る必要もある。
　また、保護者に対しても、関係機関と共に
支援を継続することが原則である。ただし、
威圧的な要求や暴力の行使が予想される場合
は、関係機関や弁護士等と連携して対応する
ことが重要である。そして、学校や教職員は、
通告したことや、その経緯については、たと
え保護者であっても漏らしてはならず、虐待
に関する個人情報も、個人情報保護の法令に
照らし不開示を検討する必要がある。

４　千葉県教育委員会の取組
　県教育委員会では、児童虐待の防止に向け、
県の「児童虐待防止緊急対策」の中で、以下
の取組を実施している。
⑴非常勤講師の加配
　虐待対応の強化に向けて、担任が児童のき
め細やかな見守り・ケアを行えるよう、小学
校に担任等の授業の一部を代替する非常勤講
師を派遣。
⑵スクールソーシャルワーカーの拡充
　これまでの拠点校配置に加え、緊急性が高
い困難事案にも迅速に対応できるよう、各教
育事務所に１名ずつ配置し、子供、保護者、
教職員等に対する支援・相談等を実施。
⑶スクールロイヤーの活用
　児童虐待等、子供たちを取り巻く問題に関
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で、子供の安全・安心なくらしを守り、虐待
の発生を予防し、あるいは再発を防止するこ
とは困難である。そこで、それぞれの児童相
談所が、子供の暮らす地域の関係機関との連
携を深めていくことが大切になる。
　子供は在宅での生活、施設での生活を問わ
ず、その年齢や能力に応じた学校に通ってい
る。学校の先生方は、子供たちの様子を日々
よくみておられ、子供たちの異変に気付いた
り、心配なときには声をかけてあげたりと、
虐待の発見や子供のケアにおいて大変重要な
役割を果たしている。各市町村に設置されて
いる要保護児童対策地域協議会の活動などを
通じて、地域の学校と、市町村、児童相談所
が連携して対応していくことは、児童虐待対
応の基本である。虐待の重篤化の防止のため
には、早期に発見することが重要であると考
える。学校で子供への虐待を発見した場合や、
虐待を受けていることが疑われ、心配な場合
には、市町村や児童相談所への通告を行うこ
とが必要である。どのような場合に通告が必
要かについては、文部科学省や県教育庁が作
成した手引きに詳しいことが記載されている
ので、ぜひ目を通すようにしていただきたい。
虐待対応に当たっては、学校内においても 
チームで対応することが大切である。日頃か
ら、各学校で虐待を発見した場合の連絡体制
などを確認しておくことが必要である。
　通告については、児童虐待防止法第７条で、
通告を受けた機関が通告元に関する情報を秘
匿しなければならないことが定められている

　児童相談所における児童虐待対応件数は
年々増加を続けており、平成30年度の統計で
は9,060件を記録した。現在、千葉県内には
７か所の児童相談所があり、県が運営する児
童相談所が６か所（中央・市川・柏・銚子・
東上総・君津）に加え、政令市である千葉市
が運営する千葉市児童相談所がある。平成31
年１月に県内で発生した女児虐待死亡事件は
報道でもたびたび取り上げられ、記憶に新し
いところだが、この事件を受けた死亡事例等
検証委員会から、県柏児童相談所など140万
人近い人口を管轄する大規模児童相談所のあ
り方を見直すべきとの提言をいただいた。
　令和２年３月、千葉県社会福祉審議会児童
福祉専門分科会の部会の一つである社会的養
護検討部会に諮問し、同年６月、児童相談所
の管轄の区分けを見直すとともに、県の児童
相談所を２か所増設する必要があるとの答申
をいただいた。新たな県の児童相談所は、印
旛郡市を管轄するものと、松戸市及び鎌ケ谷
市を管轄するものになる予定である。また、
県内の中核市である船橋市と柏市についても、
児童相談所の開設に向けて独自に動いている
ことから、県としてもこのような動きを支援
しているところである。
　さて、児童相談所においては、虐待を受け
た子供の一時保護を含め、時には児童相談所
長による行政権限を行使して親子を分離する
などして、子供の安全を図っている。しかし、
児童相談所がこのような強い行政権限を行使
できるからといって、児童相談所の活動だけ

県健康福祉部児童家庭課

県児童家庭課及び児童相談所と各機関との
連携による児童の虐待防止対策について

シリーズ　現代の教育事情4
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いたDV対策班の所属を児童家庭課に移し、
虐待対応部門とDV対策部門との効果的な連
携の推進に努めているところである。
　教育庁においても、スクールソーシャルワー
カーを増員して緊急性の高い困難事案に迅速
に対応できるようにする、教職員が不当な圧
力等に毅然と対応できるようスクールロイヤー
を活用した法的相談等を実施する、虐待の早
期発見・早期対応に資するチェックポイント
等を記載した教職員向けリーフレットを作成・
配付し研修を実施する等の取組が行われてい
るものと聞いている。
　今年は新型コロナウイルスの影響により、
学校が臨時休校となって、学校の教職員が子
供たちの生活を見守る機会が減ってしまった
ことは、大変残念なことである。そのような
中でも、市町村や児童相談所においては、学
校にも協力していただきながら、子供の安全
確認に努めている。児童家庭課としては、一
人でも多くの子供たちが安全・安心に生活で
きることを目指して、今後も、教育部門と児
童福祉部門との一層の連携強化に努める所存
である。

が、学校からの通告は、近隣住民や家族・親
族からの相談とは異なり、虐待者によって通
告元が推測される可能性が高いと言える。そ
のため、通告先である市町村や児童相談所と
の綿密な協議を実施し、保護者に対する対応
方法について取り決めておくことが大切であ
る。
　令和元年６月に児童虐待防止法の改正があ
り、その一部が令和２年４月から施行された。
その内容は多岐にわたるが、特に重要なとこ
ろでは、保護者による体罰の禁止や、児童相
談所がDV対応部門と連携して対応すること
などが法定化されている。このような法改正、
また死亡事例等検証委員会の提言などを受け
て、県では、市町村と児童相談所の共通マニュ
アルである『千葉県子ども虐待対応マニュア
ル』を改定した。このマニュアルを活用して、
各地域で児童虐待対応に関わる機関同士の連
携が、一層進展することを期待しているとこ
ろである。
　児童相談所においては、今年度から調査課
とは別に支援課を設けて保護者への支援体制
の強化を、中央児童相談所に人材育成研修課
を設けて職員の研修体制の強化を図っている。
なお、支援課には新たに保健師を配置し、児
童相談所の支援の質の向上に取り組んでいる。
７月には中央児童相談所が新庁舎に移転し、
警察本部の少年センターと合同で庁舎を使用
することになった。少年非行事案の対応など
において、児童相談所と少年センターの円滑
な連携が図られるものと期待している。
　県児童家庭課においては、今年度新たに設
けた児童相談所改革室において死亡事例等検
証委員会の提言を着実に実行に移していくと
ともに、虐待防止対策推進室において市町村
や学校等関係機関との連携強化を図っている。
また、昨年度まで男女共同参画課に所属して

移転した
千葉県中央児童相談所・千葉県警察少年センター
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ながら対応していく。
　虐待に関する問題が改善された場合も、当
該児童生徒の経過観察を続けるとともに、市
教育委員会を通して、要保護児童対策地域協
議会（以下「要対協」という）に毎月、情報
を提供し、関係機関と連携しながら、再び虐
待が起きないように配慮していく。

３　市教育委員会の対応
　虐待の予防及び早期発見、並びに、虐待を
受けた児童生徒に対する保護や支援等を行う
ために、学校と関係機関との連携の強化に必
要な体制の整備に努める。
　具体的な取組としては、要対協における代
表者会議・実務者会議・個別支援会議に参加
するとともに、教職員に対して関係機関の役
割の周知に努める。虐待問題に関わる法律問
題について、弁護士に相談できるよう、体制
を整えておく。学校の教職員が、虐待の早期
発見・早期対応や虐待を受けた児童生徒の自
立の支援について適切に対応できるようにす
るため、虐待対応に関する研修会を実施する。
これら日常的な対応を実施し、児童虐待に関
する問題に備える。
　学校から相談を受けた際には、直ちに指導
主事を学校に派遣して情報収集をするととも
に、関係機関との連絡調整を迅速に図る。ま
た、学校からの虐待に関するあらゆる相談に
対応するとともに、福祉の窓口課をはじめと
した関係機関と連携を図ることで、問題解決
へ取り組んでいく。

１　はじめに
　児童虐待については、できるだけ早く発見
し、対応する必要がある。そのために、学校
と関係機関が迅速かつ適切に連携することが
大切である。
　ここでは、学校をはじめ、児童虐待に対応
するための各機関の対応について紹介する。

２　学校の対応
　虐待を受けている児童生徒は、何らかの
SOSのサインを出していることが多い。その
ため、学校生活において児童生徒と接する機
会の多い教職員は常に虐待を疑う視点を持ち、

「いつもと違う」、「何か変だ」と感じたとき
には、「もしかして虐待を受けているのでは
ないか」と疑い、虐待の早期発見に努める必
要がある。
　学校は虐待が疑われる事例（もしくは虐待
の兆候）を発見した際には、直ちに生徒指導
対策委員会等を開催し、状況確認と校内での
情報の共有を図るとともに対応について協議
し、必要に応じ市教育委員会へ相談するなど
して、速やかに、児童相談所、市虐待対応担
当課（福祉の窓口課）へ通告する。
　また、問題に対して学級担任等が１人で対
応するのではなく、学校全体でチームを組み、
組織で問題解決に当たる。その際、児童生徒
の安全確保を最優先し、スクールカウンセラー
等を活用し心のケアにも努める。
　問題解決については、学校だけで取り組む
のではなく、上記関係機関と連携を密に取り

富津市教育委員会学校教育課教育センター

富津市における学校と関係機関が連携した
児童虐待対応について

シリーズ　現代の教育事情5
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健担当課・障がい福祉担当課・保育所等担当
課・教育委員会）は、学校や保育所、医療機
関や福祉サービス事業所等の支援状況等につ
いて、毎月、所定の様式に基づき情報集約を
行い、関係機関で情報共有を行う。
　登録ケースの支援の終結については、支援
方針で明確化した「要対協終結目標」につい
て、コアメンバー会議により達成しているか
確認し、判断をする。登録ケースの終結を判
断しても、再発防止の観点から引き続き家庭
全体への支援が必要と判断した場合は、関係
機関・団体等と連携して支援を継続する。

５　おわりに
　児童虐待について、今後も家庭をはじめ関
係機関が連携して、児童生徒の人権や安全安
心な生活環境を維持していくことを第一に、
各機関とも毅然とした態度で対応することが
肝要であると考える。

４　福祉の窓口課（虐待対応課）の対応
　福祉の窓口課は相談通告窓口として、市民
等から児童虐待に関する相談及び通告等を受
けた場合には、児童生徒の安全確保を最優先
するため、早急に緊急性の有無を課内協議で
判断する。生命の危険があり、一時保護等が
必要な場合には、児童相談所や警察署に援助
協力依頼を行い、迅速な対応を行う。緊急性
が低い場合には、訪問調査等により通告内容
だけでなく、家庭状況や養育状況等について
詳細な事実確認を行う。
　事実確認された内容に基づき、コアメンバー
会議により、虐待の有無および対応方針等を
決定する。
　虐待認定された場合には、要対協登録ケー
ス（以下「登録ケース」という）として支援
検討を行う。虐待認定しない場合であっても、
支援が必要と判断した場合には支援検討を行
う。コアメンバー会議で決定した対応方針に
基づき、児童生徒の安全確保を優先した対応
を行い、その都度、緊急度やリスクについて
検討し、児童相談所や警察署、関係機関等と
連携して対応を行う。
　登録ケースへの支援は、連携した支援が想
定される機関により、個別支援会議を開催し、
具体的な支援方法や関係機関の役割等の検討
を行う。個別支援会議で決定した内容につい
ては、明確化するため所定の様式に基づき整
理し、関係機関に配付して情報共有を行う。
　個別支援会議開催時には次回開催予定日を
決定しておくが、状況の変化等により、随時
個別支援会議を開催して、支援方針の見直し
等を行う。
　登録ケースについては、隔月で関係機
関・団体等の実務者で構成する実務者会議に
より、支援状況の情報共有等を行う。
　また、情報集約機関（児童相談所・母子保
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日早朝、教頭へ連絡をとり、学校の様子を見
に行ってもらう。門扉、倉庫、屋上フェンス
の被害や倒木等があり、対応を相談する。自
宅を優先に、安全に来られる職員で復旧の対
応をする。停電により、給食センターの休止、
また、トイレ、水道等の利用に不安があるた
め、10日も市内一斉臨時休校となる。10日の
出勤については自宅の復旧を最優先とし、出
勤できた職員で倒木の撤去作業等を行う。本
校は停電が継続するため、11日以降も臨時休
校とする。

　保護者への臨時休校の知らせは、メール
配信していたが、市内で電波障害が発生し、
メールが届かないという情報を保護者から得
た。更に、市の広報無線も停電で使用できな
くなったため、保護者への連絡手段が断たれ
た。今後の対応をどうするか。公民館で水や
食料の配給があると知り、公民館に休校の張
り紙をさせていただいた。また、通学路にあ
る看板にも休校の張り紙をさせていただき、
連絡手段とした。13日（金）もまだ停電が続
く。停電は、市内で本校のみとなった。

１　はじめに
　長狭学園（鴨川市立長狭小学校・長狭中学
校）は、千葉県内初めての小中一貫校として、
平成21年４月１日に開校した。小学校３校が
合併して長狭小学校が開校し、長狭中学校と
の小中一貫校「長狭学園」がスタートした。
昨年11月１日に十周年記念式典を開催し、今
年度で、12年目を迎える。
　本校は、鴨川市の北西部に位置し、周囲に
は田園地帯が広がっている。棚田で有名な大
山千枚田は、学区内にある。学区は、過疎化
が進み、人口の減少が著しいが、地区民の教
育への関心は高い。

２　校長として
　昨年着任したばかりの４月１日、最初の職
員会議で学校経営について話をする。前校長
より、「小中一貫、新たな10年に向けた土台
作り」というテーマをいただく。学校教育目
標などは、開校以来のものを引き継ぐ。教頭
として３年間勤務した学校であったが、校長
となると責任の重さが違う。今までと違い、
最終的な決断をしなければならない。改めて
責任の重大さを感じた。

３　台風による臨時休校
　令和元年９月７日（土）、運動会を無事終
えた。親族に不幸があり、通夜、告別式出席
のため、８日、埼玉県に宿泊する。８日の夜
中台風が襲来、市内小中学校は、９日臨時休
校となる。本校は振替休業であったため、９
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ている。　

４　おわりに
　緊急事態があった時に、如何に対応するか。
教頭と連絡をとりながら、状況を把握し、指
示を出し、適切な対応ができた。普段から信
頼できる関係ができていたからと考える。教
頭だけでなく、職員も復旧に力を惜しまず取
り組んだ。全職員一丸となって学校再開に向
けて知恵を出し、子供たちを迎え入れること
ができた。
　今年も今まで経験したことがないことが起
こっている。コロナ感染症拡大防止のため、３ 
か月にわたる臨時休校、再開後感染防止を考
えた学校生活。これに対しても、校長だけで
は何もできない。全職員が同じ方向を向いて
一丸となって対応している。みんなで力を合
わせ、知恵を出し合えば乗り越えられる。職
員の力をひとつにまとめることが、学校を創
ることにつながると、台風からの復旧や新型
コロナウイルス対応の中で改めて感じている。

　14日（土）から16日（月）まで３連休であっ
たが、停電の復旧の確認のため、毎日学校へ
行った。15日（日）朝、停電が復旧、17日（火）
から学校を再開できることになった。早速、
通学路にある看板や公民館に「停電復旧、17
日より学校再開」という張り紙を張り、保護
者へ知らせた。
　17日から学校を再開したが、児童生徒の家
の周りや通学路ではまだ倒木や危険な個所も
あった。また、停電で街灯がつかない場所も
あった。そこで、登下校には十分気を付ける
こと、暗くなる前に帰すことなどを配慮した。
更に、断水や停電で洗濯ができない家庭もあ
り、通学や体育の服装についても各家庭の実
態に対応することとした。飲料水についても
市や保護者からいただいたものを配布できる
ようにした。いろいろな配慮をしながら、17
日から学校再開することとなった。
　その後、10月12日（土）にも台風の襲来が
あった。学校の停電は、13日（日）早朝に復
旧したが、地域の停電は何日か続いた。学校
から宿題が出されるが、暗くなると家では
できないという情報が寄せられた。これに対
しては、可能な限りでよいこと、学校のパソ
コン室を午後７時まで開放するなどの配慮を 
した。
　教員になって35年、台風の被害で臨時休校
が続くことは初めての経験であった。この臨
時休校により、改めて気付いたことがたくさ
んあった。保護者への連絡手段で当たり前の
ように利用していたメール配信や電話が活用
できなくなることは予想していなかった。ま
た、携帯電話も一般の電話も市の広報無線も
使えない中、掲示物が有効であることがわかっ
た。休校の連絡、再開の連絡も掲示物で多く
の人たちに知らせることができた。掲示の場
所を提供してくださった地域の方々に感謝し

私 の 教 師 道
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ずかである。東武アーバンパークライン・新
京成線・北総線・成田スカイアクセス線の鉄
道４線が乗り入れている「新鎌ケ谷駅」から
徒歩10分という好立地条件、道路網も発達、
都心へのアクセスが容易であることから、首
都近郊の住宅都市として発展している。大き
な人口増加は見られないが、東京方面へ通勤
する保護者が多い。

３　鎌ケ谷市と地域のチカラ
　昨年度痛感したことは、鎌ケ谷市教育委員
会・鎌ケ谷市役所や地域の方々に「学校が守
られている」という安心感と地域の力強さ 
だった。
　学校設備に関しても、故障・破損した際に
連絡を入れるとほぼ即日対応してくれた。特
に、台風の際には、通学路に複数の倒木があ
り通行に危険が生じたが鎌ケ谷市教育委員
会・鎌ケ谷市役所に連絡した数十分後には、
早朝にもかかわらず業者が来て倒木を伐採・
回収し、何事もなかったように生徒たちが登
校できたのには驚いた。
　また、様々な行事等における地域の方々か
らの支援体制を目の当たりにして、本校がい
かに「地域に愛されている学校」「地域の方々
にとって大切な学校」なのかを実感できた。
それは、これまで本校に携わってきた先生方
と地域の方々の御尽力の賜物だと思う。

４　新型コロナウイルスとの闘い
　今年度は、新型コロナウイルスの蔓延防止
のため「全国一律休校」でスタートした。世

１　はじめに
　令和元年度、高校籍で中学校という異校種
の教頭として着任した。教諭時代に一度鎌ケ
谷市内中学校での勤務経験はあったが、教頭
職として、改めて文化の違いに驚き戸惑うこ
とが多かった。今日まで何とか勤務し続ける
ことができたのには、大きく二つの理由があ
る。
　一つは、職場環境である。温かく見守って
くれる校長及び教務主任をはじめ本校職員の
協力と、前回中学校勤務時代にお世話になっ
た方々が市教育委員会・市内小中学校等で活
躍されていて、何かとアドバイスして頂ける
のがありがたい。
　もう一つは、地域環境である。本校の学区
内にある鎌ケ谷西高等学校からの転勤であり、
学校関係者や地域の方には西高時代にもお世
話になった方が多く、引き続き大いに助けて
頂いている。

２　学校について
　本校は、昭和50年４月、鎌ケ谷市立鎌ケ谷
中学校より分離独立した。鎌ケ谷市の北部に
位置し、松戸市・柏市・白井市に隣接した地
域にある。主に昔ながらの北部小学校のある
北部地区と、松戸市と道路一本隔てた住宅地
が多い西部小学校のある西部地区の二地域か
らなっている。特に北部地区には自衛隊下総
基地があるため、かなり遠回りして通学する
ことになる生徒もいる。
　学校付近は、農村地帯で緑が多く、静かな
所にあるが、農業に従事している家庭は、わ
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いる。年に２回行われる情報交換会には、市
長・教育長をはじめ地元警察署・防犯協会・
民生児童委員、市・教育委員会の通学路担当、
学区内の小中高職員及びPTAが集まり総勢
50名で行われる。今回の休校開けには、職
員の手が回らなかった登下校のパトロールを
行ってくれた。
⑶おやじの会
　昭和59年頃に歴代
の PTA 会長が中心
となってPTAのOB
と現役の父親が参加
して結成され、校内
整備事業（除草作業・ペンキ塗り・タイル貼
り）、体育祭やバザーへの協力をしてくれて
いる。今回、登下校のパトロールにも協力し
てくれた。

６　弱音を吐ける職場を目指して
　いかに本校が愛され、地域から支援して頂
けるありがたい学校であっても、職場の忙し
さは変わらない。今年度は、新型コロナウイ
ルスという未曾有の事態への対応が重なり、
職員にもお願いすることが多くなった。在宅
勤務や時差登校、授業確保のための短い夏休
み等、非日常な勤務形態も職員の生活リズム
に変化を与え、精神的・肉体的なストレスに
なっているように感じる。打合せ・職員会議
を通じて常に「職場で弱音を吐きましょう」
と伝え、職場のみんなで助け合いながらこの
困難な時期を乗り切りたいと考えている。
　高校在職のままであれば出会うことができ
なかった生徒や保護者・地域の方々、そして
職場の先生方。中学校で過ごせる「今」に感
謝し、「地域から愛される学校」に勤められ
る幸せを感じながら、それを次の代につなげ
ることこそが一番大切であると自覚し、それ
を決して忘れずに職務に邁進していきたい。

界中で流行し、「現代の医学をもってしても、
すぐに対応できないことが起こりうるのだろ
うか？」という不安な思いと「生徒が目の前
にいない」無力感・絶望感を感じる日々が続
いた。
　休校が明け、学校が再開されるにあたり、
新型コロナウイルス蔓延防止に向けた学校内
外での対応策が一気に増加した。検温、消毒、
手洗い指導、ソーシャルデイスタンスを保つ
指導、給食指導等、全ての学校生活に対して
新しい指導が加わった。それは、私たち職員
の業務量増加を意味し、心待ちにしていた生
徒たちと会える喜びと共に多忙な日々の始ま
りだった。そんな時、助けてくれたのは地域
の方々だった。

５　三中自慢の応援団
⑴PTA本部役員
　６月の休校開け、職員は、放課後毎日「机・
椅子・トイレ・ドアノブ等の消毒作業」を行っ
ていた。部活動が再開されると、部活動終了
後に作業せざるを得なくなり、勤務時間を遙
かに超えた時刻から作業を行わなくてはなら
なくなったのだが、そのようなとき、PTA
本部役員がいち早く協力を申し出て、保護者
へボランティアを募ってくれた。７月以降、
放課後、職員に代わって消毒作業に協力して
いただける方を募集し、実行してくれたてい
る。おかげで職員は部活動指導に集中できる
ようになった。
⑵本学区青少年健全育成推進委員会

　昭和59年鎌ケ谷市
青少年育成事業とし
て第三中学校区推進
委員会が発足し、本
校の教育活動のみな

らず、学区内の小学校や高等学校の学校行事
への参加や、地域パトロールを行ってくれて

私 の 教 師 道
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　今年度、本校はその記録をもとに学校独自
の避難所運営マニュアルを新たに作成し、避
難所運営時の電話対応マニュアルとＱ＆Ａも
作成した。これが今年度の臨時休業時の保護
者との電話対応に生かされることになった。
⑵新型コロナウイルス対応
　休業期間中は児童の預かりや課題配付、学
校再開にあたっては分散登校の方法や教育課
程の見直しなど、多くの問題に直面した。私
は教務主任として子供の学びを保障するため
に以下のことを行い、日々対応している。
①臨時休業中の学習課題の精選
　　高学年については、自身で学習を進めら

れるよう教科書に沿った課題を担任に作成
してもらい、学校再開後の学習につなげる
ことができた。

②カリキュラムマネジメント
　　授業の進度を取り戻すために、８月末ま

では国語・社会・算数・理科を優先して授
業を行い、軽重をつけた教科指導を行った。
また、全学年の校外学習の縮小と削減など、
学校行事のスリム化や教育課程の見直しを
行い、学習の見通しをもつことができた。
その他の問題に対しても常に素案を作成し、
職員全員でどうすればよいのか具体的に検
討をすることができた。

４　おわりに
　時代が変わろうとしている。今まで想定し
ていなかったことが当たり前に起きる。これ
からも、先輩から学び、後輩と共に学校を動
かしていきたい。

１　はじめに
　本校は、全校児童1,018名、34学級（うち
４学級は特別支援学級）の大規模校で、開校
７年目である。教職員はベテランから若手ま
でバランスのとれた年齢構成となっている。

２　教務主任として意識していること
⑴声かけ
　若年層教員への声かけを多くし、学級経営
や教科指導の悩みを聞くことに努め、アドバ
イスをしたり、学年主任に話をしたりしてい
る。直接話をする時間が取れない時には、週
案へのコメントでアドバイスをすることもあ
る。管理職には各学級の様子や職員の取組な
どを随時報告している。
⑵耳を澄まして
　職員室では様々な話題が話される。その中
に先生方の悩み、要望、取り組んでみたいこ
と等々がある。それらを聞き流さず、整理し、
教務主任として出来ることに取り組んでいる。
例えば、会計処理の際、「これがすべてに反
映できれば…」という声から、効率的にデー
タ処理できる会計処理システムを作成し、業
務の軽減を図った。

３　危機管理について
　昨年度の台風や大雨被害、現在の新型コロ
ナウイルス対応では、管理職の危機管理意識
や初期対応から多くのことを学んだ。
⑴避難所運営における対応
　私は、「記憶よりも記録」という言葉を胸
に留め、昨年度の台風による避難所開設から
閉鎖までの記録をすべてデータとして残した。
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　夢だった教員となって２年目を迎えた。現在６学年の担任として、子供たちの成長を感じながら
充実した毎日を送っている。
　初任者としての１年間は先が見通せなくて、目先のことをこなすことだけで必死だった。子供に
好かれたい気持ちが強かったのだと思う。その結果、私の話はなかなか子供へ伝わらなくなっていっ
た。しかし、愛情があるからこそダメなことは注意し、何がダメで叱られたかを納得させることが
重要であると分かった。研修を通して、私は子供を伸ばす教員は子供に好かれる教員とイコールで
はないことを学んだ。時には、嫌われる覚悟で叱る。そうすることで、子供との信頼にもつながる
ことを知った。この経験が、子供を伸ばす教員を目指したいと思うきっかけとなった。
　誰でも褒められたら嬉しい。自分が気付かないような自分の良いところを認めてもらえることで、
自己肯定感が高まる。注意したり叱ったりする前に子供たちの良いところを褒めると、これから話
す耳が痛い話も聞く気になれる。単純なことだが、大切なことだと分かった。
　６年生は小学校生活最後の１年。昨年１年間で学んだ学級経営や学習指導を、これからの学校生
活に生かしていけるように叱ると褒めるを意識して毎日一緒に成長していこうと思う。

　教師になり２年目を迎えた今年、有難いことに昨年度も担当させて頂いた学年を受け持つことと
なり、２年生の担任として日々の勤務に当たっている。昨年度は初任者研修をはじめ、色々な場面
で指導や助言を頂く機会に恵まれた。その中で、特に私の中で心がけてきたことは以下の二つである。
　一つ目は生徒とのコミュニケーションを大切にすることである。本校では先見ノートという連絡
ノートがあるが、このノートを通して生徒とのやりとりや学校生活の中でのふとした瞬間での世間
話など一日の中でクラスの生徒とは必ず一度はコミュニケーションを取れるように意識している。
こうしたやりとりを繰り返す中で、少しでも生徒との信頼関係を築いていきたい。
　二つ目は生徒に任せるということである。どうしても教師が手を出したり、進めたりした方が効
率的だと思ってしまい、いろいろなことを私自身が進めていた。先輩から「もっと生徒に任せてみ
れば？」と助言を頂いてからは、生徒たちの自治を促すような言葉かけを心がけている
　至らない点も多くあるが、まわりの先生方や保護者の方、そして生徒たちに支えられ今がある。
今後も生徒と共に成長できるように日々精進していきたい。
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設定している。
⑵原則毎年、内容の刷新
　以下に示すのが本校の過去３年間の総合的
な学習の時間のテーマである。

　これまでの固定化した内容を変更し、学級
単位で進めることとした。その取り組みによ
り、先生方それぞれの持ち味が生かされるよ
うになったり、時代に合った内容を考えられ
るようになったりすることができた。５年生
は榎戸獅子舞を受け継ぐため、意図的に変え
ていないが、毎年切り口を変える工夫をして
いる。
⑶自分たちで考えことを実現した活動
　活動が「調べる→発表」の１パターンにな
らないよう活動を工夫した。例えば、
・校内の歯の治療率を高める活動
・おりがみ作品展に出品する作品を作製
・消防士を招いてAEDの使い方を知る活動
・錆びて使えない自転車を直す活動　など
自分たちで考えた活動を実現することにより、
子供たちは自分事として夢中になって、取り
組むようになった。

１　はじめに
　私と総合的な学習の時間の出合いは、今か
ら13年前であった。当時初任者であった私は、
総合的な学習の時間が「地域」を題材に各校
の独創性のある学習であることを知り、面白
い学習があるのだなと思っていた。はじめは
体験を通して子供たちの満足感が得られてい
ると思っていたが、学習を進めていくうえで、
子供たちがどこか退屈そうな表情をすること
に気が付いた。なぜなら、「教師にやらされ
ている学習」であったからだ。その時より受
動的な学習から能動的な学習にしたいと考え
るようになった。子供たちにとって総合的な
学習の時間を夢中になるほど好きな学習にな
ることを目指して、実践を積み重ねてきた。
ここでは、本校の取組を紹介していきたい。

２　総合がマンネリ化しないための工夫
　子供たちが受動的な態度になる大きな原因
として、学習のマンネリ化がある。なぜマン
ネリ化するのか考察した。①学ぶ必然性が感
じられていない②毎年変わらない内容（学年
共通）③調べる→発表の１パターン
　以上の３点が原因で、子供たちはマンネリ
化し受動的な態度になっていると考えた。
　そこで本校では、授業改善に取り組んだ。
⑴学ぶ必然性を捉える１か月間の「見」
　本校では自分が担任した学級が「どのよう
なことに興味があり、課題があるのか。」を
知ることを重視している。年度始めの１か月
かけて１年間学ぶためのテーマを練る時間を
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子供たちが夢中になる
総合的な学習の時間授業を創る

H30 R1 R2

３－１ 動物愛 オリンピック 人生

３－２ 農作物 歯 里芋

４－１ 方言 おりがみ 自転車

４－２ ヘルプマーク 商店街 チーパス

５－１ 獅子舞 獅子舞 獅子舞

５－２ 獅子舞 獅子舞 獅子舞

６－１ AED パラリンピック 感染予防

６－２ 街づくり 国際交流 オリンピック
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４　不易流行を大切に
　「不易流行」とは、松尾芭蕉の考える俳諧
理念であるが、現代では、次のように捉えら
れている。
　「不易」…いつまでも変わらない本質
　「流行」…その時代における新しさの先端
　この２つの言葉は、総合的な学習の時間に
も大きく関わっていると考えている。総合的
な学習の時間では、各教科・領域で育てた資
質能力を結びつけながら問題解決を行う探究
的な学習が「不易」になると私は捉えている。
さらに「流行」においては、時代に合った題
材を教師が子供たちとともに考えることが必
要なのではないかと思う。私はこの「不易流
行」を常に心掛けて、授業を創り出している。

５　おわりに
　今回、紹介した取組が、本校のスタイルで
ある。取り組んだ成果と課題は次のことが挙
げられる。
�成果 �
・子供たちが授業に能動的になった。
・子供たちの思考場面が増え学力が伸びた。
・教師の授業力、教材研究する力が伸びた。
・地域との繋がりが密接になった。
�課題 �
・子供たちの思考を深めるための手法を工夫

する必要がある。
・教材研究を効率的に行う時間の確保が必要

である。
　総合的な学習の時間は、各校のオリジナリ
ティが出せる反面、マンネリ化を引き起こし
やすい。しかし、取り組み方を変えることで、
子供たちが夢中になって学習するようになる。
私は、これからも子供たちのために教材研究
を重ねて、子供たちが夢中になる総合的な学
習の時間の授業を創っていきたい。

３　考える面白さ
　私が授業をする上で気を付けていることは、
面白いかどうかである。単純に体験活動をし
ての面白さではなく、考える面白さである。
自分たちにとって切実感のある課題を調べて
いくと、次から次へと課題が出てくる。その
課題を協同的にどう解決していくのか考える
のが面白いのである。時に失敗することもあ
るが、なぜ失敗してしまうのかさえ、考える
材料である。この考える面白さに気付くこと
が「探究」の正体であると私は捉えている。

「考えること＝面白い」と感じられる思考場
面の設定をするのが教師の役割である。ここ
で、単元の一例を挙げる。

単元名「守ろう！伝統の灯～榎戸獅子舞～」

私 の 教 師 道

学習過程 児童の主な思考

第
一
ス
パ
イ
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ル

課 題 設 定 なぜ、獅子舞を受け継ぐ必要が
あるの？

情 報 収 集 だれに聞けばわかるの？

整理・分析 獅子舞を受け継がないと、400
年の歴史が途絶えてしまう。

第
二
ス
パ
イ
ラ
ル

課題再設定 どのように踊るの？

情 報 収 集 保存会の方に教えてもらおう。

表現まとめ 盆踊りや奉納に参加して踊って
みよう。

第
三
ス
パ
イ
ラ
ル

課題再設定 榎戸獅子舞を残すために何をす
ればいいのかな？

整理・分析 アイデアを出して分析しよう。
・新しい獅子頭をつくる。
・DVDを作って広めよう。

情 報 収 集 本物の獅子頭を見せて欲しい。
必要な材料は？

表現まとめ 出来上がった獅子頭とDVDの
完成披露会を開こう。
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たりする。一方で、そうして出た意見を教師
が板書したり、それを生徒が写したりする時
間も必要であった。ここに国語科教員として
のジレンマがあった。
　「板書は正しい答えを書く場所だけに終わっ
ていないか。板書されたものを写すという作
業以上に、伝え合い、聞き合い、そのための
工夫をしていく時間が重要ではないか」と感
じる瞬間があった。そして、生徒から「ノー
トに板書を写せばよい」という発想を取り除
き「ノートを使って主体的・対話的に深く学
ぶ」という意識を持たせたいと考えた。

３　ノートの役割
⑴その１　メモ
　授業の中では、様々な場面で対話が行われ
る。その多くは話し言葉であり、文字として
残っていかない。社会に出ても様々な会議・
プレゼン等で語られる言葉は残っていかない
し、全てを記憶しておくことは不可能。そこ
で私たちはどうするか。メモを取るのである。
　私はノートの１ページを上下２段に分けさ
せている。上段は板書されたものを写せる場所。
その分幅は広くなっている。下段には、その
授業の中で印象に残ったり、気になった意見
や、自分の知らない言葉、教員が言った言葉
などをメモする。時には、発表のタイミング
ではなくても、自分で思いついたこと、考え
たことなどを書いても良い。とにかく、その
瞬間、書き残しておかなければ消えていって
しまうものをメモしておく。ここに、生徒の

１　深い学びの追求の中で……
　ノートの使用目的とはどのようなものか。
黒板を写すものか。いや、それだけではない
だろう。しかし実際には授業中の生徒の様子
を見ていると、板書されたものをそのまま写
すだけになっている姿がある。その姿に学習
に対する積極性はあまり感じられない。生徒
はほぼすべての授業においてノートを使用す
る。そのノートを「意識的に使用することで
生徒の主体的・対話的で深い学びを引き出せ
ないだろうか。」そう感じるようになっていた。
　そんな時本校は平成27～29年度にかけて、
独立行政法人教職員支援機構次世代型教育推
進センターより「新たな学びに関する教職員
の資質向上プロジェクト」の実践フィールド
校として指定を受けた。当時校内研修部に所
属していた私は、それ以来、アクティブ・ラー
ニング型授業や「主体的・対話的で深い学び」
とはどのようなものか、自分なりに追求して
いく中で効果的な「ノート作り」への試行錯
誤をするようになった。

２　国語科教員としてのジレンマ
　国語科の目標の一つは、「伝え合う力を高
める」ことにある。授業においても、筆者・
作者の意図を読み取るだけでなく、それをど
のように受け止めたのか、何を思うのかとい
うことを生徒同士や、時には教員と生徒、あ
るいは自己内対話を通して、学びを深めてい
くことになる。そうした対話の中から新しい
発見があったり、自己表現力が身についていっ
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深い学びを引き出すノート作り
授業を創る



千葉教育　令和２年度　菊　23

いものである。
　このノート作りの時間には、自分のノート
を整理する時間もある。これまでの授業の中
では時間が足りず、ただのメモになっている
内容も、この時間で詳しく書き直す。自分で
大切だと思われる言葉を色づけしたり、アン
ダーライン等で強調したりすることで、学習
内容を復習することになる。それだけでなく、
授業中には気がつかなかったことが浮かんで
きて、それを自分の学習のまとめとして書く
生徒も出てくる。
　生徒からは「国語の勉強の仕方がわからな
かったけど、ノート作りが良い復習になって
家庭学習が進む」という声も聞こえてくる。
実に楽しそうにノート作りに励む姿を見ると、
やらされているという感はなく、主体的に学
ぼうとする様子が感じ取れるのである。

４　コロナ禍の中で求められる学び
　現在、世界はコロナ禍の真っ只中にある。
誰も経験したことがない未曽有の事態である。
個々に考え、判断し、行動することが求めら
れる。まさに「主体的で対話的な深い学び」
が必要とされているのである。
　私もまた、何ができるのか主体的に考え、
自分の考えを深めていきたい。生徒に深い学
びを実現してほしいと願うのならば、教師こ
そが深い学びの実践者でなければと強く思う。

個性が出る。それぞれ必要な知識は異なるし、
気になることも違う。メモしたことを調べた
いと思い、実際に調べ、さらにメモを深めて
いく生徒も現れる。教員が言葉でまとめたも
のに絵や図を加えるものも出てくる。その方が、
彼らにとっては「分かりやすい」という判断
である。生徒は少しずつ、ただ写すのではなく、
自分なりに分かりやすいまとめを行う。ノー
トは全員同じではなく、個々それぞれの学び
を振り返ることが出来る、世界に一つだけの

「自分だけのノート」が出来上がるのである。
⑵その２　生徒同士の対話ツール
　上記のような「自分だけのノート」が出
来ることで、自分自身の学びを振り返った
り、さらに深めたりすることができる一方で、 
偏ったノートになる危惧も生まれてくる。国
語科における物語文などの理解には多面的・
多角的な読み取りも必要とされるが、自分の
考えだけでは、その深まりには限界がある。
また、生徒の学力差がそのままノートに反映
されることになる。
　そこで、私は各単元の中で「ノート作りの
時間」を設定している。この中で生徒同士、
お互いのノートを見合って、自分だけでは気
がつかない考えや聞き洩らしていた内容など
を自分のノートに書き写す。
　ここで新たな対話が生まれてくる。友達の
意見をただ書くのではなく、それを見て質問
する生徒、互いの意見を戦わせる生徒が出て
くるのである。そこから新しい発見があり、
自分のノートを書き直す生徒だって出てくる。
まさに対話によって自分自身の学びを深めて
いるのである。
　さらには、声には出さなくても、友達が書
いたものを見る、見て考えるという作業もま
た対話的である。発声する自己表現が苦手な
生徒もいる中で、この効果は思いのほか大き

私 の 教 師 道
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ることは学校においても重要なことである。
生徒にとって他者とのかかわりに必要な力は
何かを考えると、その答えは生徒それぞれの
中にあると考えられる。生徒のニーズの背景
まで把握するために、生徒自身の声を生徒に
寄り添って聞くことを忘れてはならない。
⑵失敗の報告でも進んでできるような互いの
良い面を認め合う雰囲気を作ること

　研修期間中、お客様対応に関する失敗が何
度もあり、髙島屋へ迷惑がかかることや自己
保身を考え、報告を悩んだことがあった。し
かし、そんな中でも報告ができたのは、日頃
からお互いの良い面を認め、評価し合う雰囲
気があったからである。お客様への対応や待
機中の姿勢など、「○○が良いね」と声をか
けてくださる方が多く、前向きな気持ちで接
客をすることができた。私はこの体験をした
とき、学校は失敗できる場であるとよく言う
が、言葉だけで終わっていないだろうか、自
分は生徒に対し、同じように対応できていた
かと反省した。改善すべきことだけでなく、
良かったことを報告できる関係性が、安心で
きるかかわりのスタートとなることを改めて
実感し、「相手を否定する言葉は使わない」、

「相手の良い面を探す」ということを様々な
授業の中で生徒と共に実践している。

４　おわりに
　髙島屋ではお客様の声を聴くことがすべて
の仕事の起点であり、ニーズへ的確に対応す
ることが信頼の獲得、つまりお客様づくりへ
とつながっていた。その「人の心を大切にす
る」姿勢を、教育現場でも実践していきたい。

１　主題について
　本校は知的障害者を対象とし、職業に関す
る専門学科を設置する高等部のみの特別支援
学校である。卒業後は企業に就労する生徒が
大半を占めるが、１年も経たないうちに離職
する生徒も少なくない。本校の研究から、離
職へ進む決定的な要因として、感情のコント
ロール、健康管理、働く意欲などが大きく影
響していることが分かった。（平成30年度研
究紀要「２年目（平成29年度）の成果」より
引用）
　今回、お客様を相手にする企業で研修を
行ったことで、他者とのかかわりに必要な力
について改めて気付いたことや、教育へ還元
していきたいことについて報告したい。

２　研修の概要　
　株式会社髙島屋柏店での販売研修
　（販売第１部　本館３階婦人用品売場）

３　研修成果
⑴ニーズの背景を把握して対応すること
　研修の中で驚いたことの一つは、「購買を
あえて勧めない」という接客があったことだ。
例えば、ストールをお探しのお客様に、「巻
き方がよく分からず、持っているものが活用
できていない」という購入の背景があった。
その際に、販売するのではなく巻き方をいく
つかご提案するという接客を行い、そのお客
様が後日お礼を伝えにいらっしゃっていた。
売ることだけがお客様の信頼を得る方法でな
いということを目の当たりにした瞬間だった。
　このようにニーズの背景を把握して対応す

県立特別支援学校流山高等学園教諭　磯
いそ
村
むら
　友
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髙島屋から学ぶ「人の心を大切にする」姿勢

活 ・ 研 究 特別支援学校編
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⑵事例研究
①対象児童５名において問題となる行動の出

現頻度の測定
②行動分析・支援デザインシートを用いた行

動の分析と支援の検討
③介入後の問題となる行動の出現頻度の測定

４　研究のまとめ
　通常の学級の担任でも活用しやすい簡便な
リーフレットを作成したことで、ABC分析
への理解が深まり、行動の理由を考えた個に
応じた支援の検討と支援ができ、児童の適切
な行動の増加と問題となる行動の減少につな
がった。
　しかし、学級担任が一人で分析から支援の
検討を行うことは現時点では限界があるため、
アドバイザー的存在も含め、児童に関わる複
数名で相談するなど、支援の多様性を図るよ
うにしたい。また、通常の学級の集団の中で
も無理なく活用していくために、学級の全児
童に対し同時に行う学級全体への効果的な支
援を考えていく必要もある。
※本研究で作成・活用したリーフレット、行動

分析・支援デザインシートの詳細は県総合教
育センターWebサイトで閲覧可能である。

１　研究主題について
　発達障害等の特別な教育的支援を必要とす
る児童の問題となる行動については、適切な
支援が提供できないことにより、不適切な行
動の増加、学習参加の妨げに至ってしまうこ
とがある。そこで、ABC分析の考え方を取
り入れることで、行動の要因の把握や理解が
進み、適切な行動を増やすためのより具体的
な支援が可能になると考え、本主題を設定し
た。

２　ABC分析とは
　ABC分析とは、問題となる行動を分析し、
分析に基づいた行動の支援と環境の整備を行
うことで解決に導いていく機能的アセスメン
トである。例えば、「何がきっかけでパニッ
クを起こしたのか（Ａ→Ｂ）」「パニックを起
こした結果、どのようなことが起こったの
か（Ｂ→Ｃ）」「このことが繰り返された結果、
その問題となる行動は増えたのか、あるいは
減ったのか（Ｃ→Ｂ）」このように分析し、
ABCそれぞれに方略を検討することで具体
的で適切な支援を可能にする。

３　研究の実際
⑴ABC分析の考え方を分かりやすく伝える
ためのリーフレットの作成

茂原市立萩原小学校教諭（前茂原市立西小学校教諭）　鈴
すず
木
き
　あやか

適切な行動を増やし、問題となる行動を減少させる支援について
－ABC分析の考え方を取り入れたリーフレットの作成・活用を通して―

活 ・ 研 究 小学校編

図２　行動分析・支援デザインシートの例

図１　ABC分析について
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ことでネット上でも自他共に大切にできるコ
ミュニケーション力が高まると考えた。
　単元構成を、人権が尊重される学級づくり
から人権感覚の育成、そしてネット上のコミュ
ニケーションの特性を学習する人権教育を取
り入れた情報モラル教育というプログラムを
設定することで、SNS等での正しいネット上
コミュニケーションの知識を身に付けるだけ
でなく、なぜ人を傷つけてはならないのかと
いう本質に迫った。
⑵効果の測定
　人権教育プログラムにおいて、「人権感覚
の変容」「学校環境適応感尺度」「ネット上コ
ミュニケーション力の変容」の３つの尺度を
用いた。授業実施前後に質問紙調査を実施
し、検証の結果から、全尺度の平均値の伸び
が見られた。人権感覚の獲得を目指した学習
において、情報モラル教育を取り入れた人権
教育プログラムを実践することで、ネット上
コミュニケーション力を高める成果をあげる
ことができた。

３　研究のまとめ
　人権とは何であるかという知識が身に付い
たことで、授業後の感想の記述や、日常生活
でのクラスメイトとの会話の中で、人権につ
いて前向きに大切にしていこうという言葉が
見られるようになった。人権という視点が増
えたことで、人権侵害を加えてきた人に反撃
することや、仲間はずれにすることは同じよ
うに人権侵害であることを理解することがで
きた。先の見えにくい時代を生きる子供たち
のために、日々研鑽を続けていきたい。

１　研究主題
　インターネット上で子供たちをめぐる様々
な人権課題が生じている。情報モラル教育に
おいて実際の指導は、ネット上での危険性や
使用法の注意等が中心であり、なぜ人を傷つ
けてはいけないのかという人権教育の部分が
少ない。そこで本研究では、人権感覚とネッ
ト上コミュニケーション力を育成するために、
６年生児童に向けて、人権教育と情報モラル
教育を融合させた人権教育プログラムを開発
した。

２　研究の実際
⑴人権教育プログラムの作成（全６時間）
　本プログラムは、ネットいじめについて、
人権教育を通して学習できるよう構成した。
知識的側面をＡ、価値的・態度的側面をＢ、
技能的側面をＣとし、学習の場が人権尊重さ
れる環境づくりをＤとした。人権感覚の育成
に関わる２つの側面（価値的・態度的側面、
技能的側面）における人権感覚習得を中心と
した人権教育を行ったうえで、ネット上のコ
ミュニケーションの特性について学んでいく

船橋市立三山東小学校教諭（前船橋市立大穴北小学校教諭）　石
いし
橋
ばし
　博
ひろ
和
かず

「ネットいじめ」防止のための人権教育プログラム開発
－人権感覚に着目したネット上コミュニケーション力の向上－

活 ・ 研 究 小学校編

図　人権教育プログラム構造図
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接続すること
ができる簡易
型試作台であ
る。抵抗の抜
き差しが容易
であるため、
豆電球の明る
さやモーター
の回り方の変化を瞬時に体感することができ
る。特に、抵抗の並列回路においては、抵抗
の数が増えるごとにモーターの回り方の変化
が明確に表れるため、抵抗の並列接続では電
流が多く流れることを直接体験により理解す
ることができた。
⑶授業の分析
　授業の前後において、情意面と認知面の変
容を測定する認識調査を検証授業実践校（83
名）と近隣中学校（107名）に対して行った。
分析の結果、検証校において、情意面が活性
化することで、認知面の向上も図られること
を統計的に示せた。

３　研究のまとめ
　教科等横断的な視点を取り入れ、学習レリバ
ンスを重視した授業を実施したことで、電気
の学習に対する有用感を高められることが明
らかとなった。また、電気の学習に対する有
用感が高まることにより、情意面が活性化され、
認知面の向上も図られることが示唆された。

　作成した自作教具や授業案の詳細は、教育
コンテンツ・データベース「Wakaba」に掲
載されているので活用いただきたい。

１　研究主題について
　「電流とその利用」は、生徒の多くが苦手
意識を感じる単元である。電気の学習の問題
点として、日常生活での活用利用例を学ぶ機
会が少なく、概念と実態が結び付きにくいこ
と等があげられる。本研究では、「電流とそ
の利用」の単元において、STEM（Science 
Technology Engineering and Mathematics）
と技術・家庭、技術分野の視点を取り入れた
教科等横断的な授業を行うことで、電流の学
習に対する有用感を高める効果が得られるか
を明らかにするため、学習レリバンス（学習
の意味や意義を感じているか）に着目し、授
業実践を行った。

２　研究の実際
⑴学習レリバンスと教科等横断的な授業
　学習レリバンスには、現在的レリバンス（面
白感）と将来的レリバンス（役立ち感）の二
つに分類され、学習動機という点では、現在
的レリバンスが不可欠な条件である。そこで、
教科等横断的な視点に立った授業として、理
科「電流とその利用」、技術科「エネルギー
変換の技術」に共通する回路図に焦点を当て
た授業を展開する。回路図をかいたり、読み
取ったりする場面を意図的に組み入れること
で、回路の構成を生徒が常にイメージして課
題に取り組むことができる授業展開を考えた。
⑵自作教具の作成
　現在的レリバンスを向上させるために、ミ
ニブレッドボードを用いた回路作製板を作製
した。ブレッドボードとは電気回路を試作す
る際、はんだ付けなどを行わずに電子部品を

銚子市立銚子中学校教諭（前銚子市立第五中学校教諭）　伊
い
勢
せ
﨑
ざき
　慧
さとし

「電流とその利用」における有用感を高める授業の開発
－教科等横断的な視点を取り入れた授業実践－

活 ・ 研 究 中学校編

図　回路を体験的に比較する生徒
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２（略）
学校教育法第37条13項
　栄養教諭は、児童の栄養の指導及び管理を
つかさどる。
ワンポイントレッスン
　子供たちにとって学校での楽しみの一つは、
学校給食である。近年、子供たちを取り巻く
社会環境や家庭環境、更に、朝食の欠食・食
生活の乱れ・肥満など子供たちの生活習慣の
実態等から学校給食の重要性が再確認される
とともに、食に関する関心と理解のための食
育の重要性が求められている。
　その中心的な役割は、学校に配置されてい
る学校栄養職員と栄養教諭が担うこととなる。
１　食育基本法第１条（目的）
　「この法律は、近年における国民の食生活
をめぐる環境の変化に伴い、国民が生涯にわ
たって健全な心身を培い、豊かな人間性をは
ぐくむための食育を推進することが緊要な課
題となっていることにかんがみ、食育に関し、
基本理念を定め、及び国、地方公共団体等の
責務を明らかにするとともに、食育に関する
施策の基本となる事項を定めることにより、
食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進
し、もって現在及び将来にわたる健康で文化
的な国民の生活と豊かで活力ある社会の実現
に寄与することを目的とする。」と定義され
ている。
　更に、食育基本法の中では、「食育」を次
のように位置付けている。
①生きる上での基本であって、知育、徳育及

び体育の基礎となるべきもの

　県内のある中学校では、生徒たちの生活実
態を調査したところ、特に気になることが２
点見つかった。１点目は、朝食を取らない生
徒が多く、３学年になるとその傾向が強まる
ということ、２点目は、休日等ではファスト
フードを多く利用し、炭水化物や高カロリー
の食物の取得が多く、栄養バランスが取れて
いない結果が判明した。
　そこで、栄養教諭は、養護教諭や保健主事
と連携して、その改善に向けた方策を検討し、
①12月に各学級での特別活動の時間での食育
の授業を実施する②各学年の生徒集会で給食
委員会の生徒主導の食育イベントを実施する
③１月24日に、保護者や地域の方を対象とし
た「給食試食会と家庭での食育の講演」の実
施を管理職に提案した。その際、栄養教諭の
かかわり方を含め協議し、職員会議を経て、
実施することとなった。

【関係法令】
食育基本法第11条
　教育並びに保育、介護その他の社会福祉、
医療及び保健（以下「教育等」という。）に
関する職務に従事する者並びに教育等に関す
る関係機関及び関係団体（以下「教育関係者
等」という。）は、食に関する関心及び理解
の増進に果たすべき重要な役割にかんがみ、
基本理念にのっとり、あらゆる機会とあらゆ
る場所を利用して、積極的に食育を推進する
よう努めるとともに、他の者の行う食育の推
進に関する活動に協力するよう努めるものと
する。

和洋女子大学特任教授　柴
しば
内
ない
　靖
やすし

食育の推進と栄養教諭

ケーススタディ
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場所で食育を推進するよう求め、改正された
学校給食法においても、学校給食を活用した
食育の推進が求められている。
４　本ケースから考えること
　当該校のケースでは、積極的な食育の推進
と栄養教諭としての役割を理解した提案がさ
れている。特に、①栄養教諭だけでなく関係
教職員と連携して取り組もうとしている点②
当該校の生徒の実態を把握・分析している点
③様々な機会を設けて食育を推進する点④食
育の推進の観点で家庭や地域を巻き込んでい
る点などが挙げられよう。
　特に、現在の子供たちの生活習慣を踏まえ
ると、学校のみならず保護者の理解と協力が
必要となってくるので、当該校の実情を踏ま
えた行事や取組は効果的である。
　また、食に関する指導の充実には、「給食
の時間における食の指導や配膳指導等」、「保
健体育における健康と食事」、「家庭科におけ
るバランスのとれた食事のとり方」、「道徳科
における節度・節制」などを効果的に関連付
けるなど、カリキュラム・マネジメントの確
立が求められる。
　なお、当該校の今後については、生活実態
の調査・分析の継続と、定例化する独自の食
育の学習を年間の指導計画に明確に位置付け
ることが課題となろう。
５　おわりに
　昨今、各学校では、学校給食における安全
性の確保やアレルギーへの対応、特別な支援
を要する子供たちへの配慮など様々な課題に
直面しており、その解決に向け的確で丁寧な
対応が求められている。
　学校栄養職員と同様に、栄養教諭は、安全
でおいしい学校給食を提供するとともに、「栄
養に関する専門性」と、「教育指導にあたる
技量」を持つ存在として、食育のスペシャリ
ストとしての誇りを持ち、食育の推進に積極
的に取り組んでいくことを期待したい。

②様々な経験を通じて「食」に関する知識と
「食」を選択する力を習得し、健全な食生
活を実践することができる人間を育てること。

２　「栄養教諭」の制度化
　栄養教諭は、平成14年９月、中央教育審議
会答申「子どもの体力向上のための総合的な
方策について」の中で示され、これ以降様々
な場で生活習慣の改善や食に関する指導の充
実が求められ、平成17年に、食に関する指導
の専門家として制度化された。
　それまでは、各学校では、学校栄養職員が
養護教諭や保健主事等と連携して、子供たち
の生活習慣の改善等の指導に当たっていたが、
栄養教諭の配置により「食育」の推進につい
て、より専門性が高まることとなった。
３　「栄養教諭」の配置と職務について
　栄養教諭は、学校栄養職員とは違い、「教
育公務員特例法」の適用となり、「教育公務
員」としての身分が与えられる。しかしなが
ら、栄養教諭は、設置を義務付ける必置主義
ではなく、任意設置主義となっており、全国
の学校に配置されているわけではない。千葉
県においても、令和２年５月１日現在、261
名が配置されている状況であり、全校配置と
はなっていない。
　これまで、千葉県では栄養教諭は、栄養教
諭有資格者で、学校栄養職員として３年の実
務経験を踏まえ、栄養教諭としての選考に合
格した場合、栄養教諭として配置されていた
が、今年度から公立学校教員採用候補者選考
の中に、栄養教諭としての選考が行われるよ
うになった。
　食育の充実を求めた栄養教諭の制度化の観
点から全国においても、全校配置に向けた動
きが期待されるものである。
　さて、栄養教諭の職務については、学校教
育法において、「児童の栄養の指導及び管理」
と示されている。更に、食育基本法では、食
に関する関心と理解のために、様々な機会や

ケーススタディ
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の会」を実施した。１年生が準備してくれた、
福笑い、おはじき、すごろくなどの伝承遊び
や輪投げ、けん玉などのゲームが所狭しと並
び、園児は、１年生とペアになって遊ぶ経験
をした。始めは、緊張している面持ちだった
園児も、ほとんどが手作りで温かみのある遊
び道具や１年生が優しく教えてくれたことで、
楽しく遊ぶことが出来たようである。また、
いろいろな遊びを体験したことが刺激となり、
後日、園でもすごろくを自分で作ってみよう
としたり、こま回しやあやとりに挑戦しよう
としたり、遊びが発展する姿が見られるよう
になった。
　１年生から優しく接し
てもらったことで、年少
児に対しどのように接し
たらよいか、体験から具
体的に考えることがで
き、年長としての自覚が
高まっていったようであ
る。小学校の様子を見ることができたことは、
入学に向けての不安を取り除き、期待を高め
ることに繋がったと思われる。

４　まとめ
　小学校へのスムーズな接続のためには、子
供たちの交流だけでなく、教師間の連携が必
須であると考える。幼稚園は、幼児の主体的
な活動の充実に取り組む。幼児・児童の学び
合いを意識した活動を教師間で共有すること
が幼児の心豊かな成長へ繋がっていくのでは
ないかと思う。今後も幼児の心の育成を充実
させるための交流を進めていきたい。

１　はじめに
　本園は、しょうゆの街として知られる野田
市内中心部に位置し、商業施設や工場に囲ま
れた古い町並みが残る地域にある。駅からも
近く、子供たちは市内全域から通ってきてい
る。地域の方との関わりも多く、カレーパー
ティーやホットケーキ作りなど様々な行事に
おいて一緒に調理する体験等を行っている。
また、小学校が隣接していることで交流しや
すい環境に恵まれている。

２　野田市の取組
　野田市では、「幼・保・こ・小連絡会」を
設置し、年二回、交流活動の見直しや情報交
換等を行っている。また、各地域ごとに様々
な交流活動を行い、小学校教育との円滑な接
続の推進に向けて特色ある実践を行っている。

３　本園の小学校との交流活動
　今年度、新型コロナウィルス感染症のため、
交流活動の実施を見合わせていたが、様々な
感染予防対策を行い、７月に小学校の昼休み
に合わせて、校庭で一緒に遊ぶことができた。

“ドンじゃんけん”では、小学生が片足ケン
ケンで進むルールを考え、
園児との力関係に差が出
ないよう配慮している様
子が見られ、小学生の優
しさに触れ、小学校を身
近に感じることができた
ようである。
　昨年度は、１月末に１年生から保育所の年
長組と共に招待を受け、「なかよくあそぼう

野田市立野田幼稚園長　内
うち
田
だ
　光
みつ
恵
え

小学校って楽しい！

保幼小の連携
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選択し、六種類あるリズムパターンブロッ
クでリズムを作っていく。

　イ１人１人が作成したリズムアンサンブル
を持ち寄り、グループ内で再度組み合わ
せ、アンサンブル等を調整する。

　ウコンピュータでプログラムしたリズムア
ンサンブルを実際の楽器で演奏する。

　コンピュータの特性を生かすことで、リズ
ムアンサンブルを１人で作ることができると
ともにプログラミングについても学ぶことが
できる。そして、個人の学びから本物の楽器
を用いたグループの学びへと広げていくこと
ができる。プログラミングの体験を通して教
科の目標を達成できるプランとなっている。

３　おわりに
　本センターでは、今回紹介した授業プラン
の他にも九つのコンテンツを作成した。セン
ターのWebサイトから学習指導案・提示用
PowerPoint・ワークシート・デモ映像等が
ダウンロードできるので、ぜひ
活用していただきたい。
https://www.ice.or.jp/nc/

１　はじめに
　今回は、県総合教育センターで作成した小
学校プログラミング教育用コンテンツ授業プ
ラン８を紹介する。
　小学校５年音楽において「Scratch（スク
ラッチ）」を活用し、「小学校プログラミング
教育の手引（第三版）」のＢ分類（学習指導
要領には例示されてはいないが、学習指導要
領に示される各教科等の内容を指導する中で
実施するもの）に該当する授業プランである。

２　授業プラン８の紹介　
⑴Scratch（スクラッチ）とは

　「Scratch（スクラッチ）」はマサチューセッ
ツ工科大学メディアラボが開発したビジュア
ル型プログラミング言語である。様々な機能
を持つブロックを組み合わせることで、比較
的簡単にプログラミングを作成することがで
きる。
⑵授業の実際
①題材名「リズムアンサンブルをつくろう」
②コンテンツを使った活動
　ア10種類ある楽器から使用する楽器を三つ

県総合教育センターカリキュラム開発部メディア教育担当

小学校プログラミング教育コンテンツの紹介
～授業プラン８　５年音楽「リズムアンサンブルをつくろう」～

教育の情報化

【Scratchによるリズムアンサンブル作り】

【楽器に対応したリズムパターンを作成】
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２　貝塚からさぐる縄文人のくらし
⑴縄文人をさぐる
　考古学黎明期から現代に至るまで、縄文人
への関心は高く、最新の科学技術を用いた研
究が続けられている。生物の細胞内にあるミ
トコンドリアは独自のDNA情報を持ち、母
から子へと遺伝することから、母系のルーツ
をさぐる研究に用いられている。
　本展覧会では、縄文人や現代日本人のルー
ツをさぐるヒントともなる、下

しも
太
おお

田
だ

貝塚（茂
原市）出土人骨の研究成果を紹介する。
⑵食生活をさぐる
　縄文人の食生活をさぐる方法で最も簡単な
のは遺跡から出土する食べかす（動植物遺体）
を調べることだが、有機物は残りにくいので、
食べていたもの全てが出土するとは限らない。
そこで近年、出土人骨を自然科学的に分析し、
その人が何を食べていたのかを直接的に調べ
る方法が開発され、注目されている。
　本展覧会では有

あり
吉
よし

北
きた

貝塚（千葉市）、大
おお

寺
でら

山
やま

洞
どう

穴
けつ

（館山市）、道
どう

免
め

き谷
や

津
つ

遺跡（市川市）、
西
にし

根
ね

遺跡（印西市）を取り上げ、動植物遺体、
道具類や遺構、自然科学分析の３つの視点か
ら、縄文人の食生活に迫る。
３　ちばの発掘最前線！
　現在も、県内各地で発掘が行われている。
緻密な調査と地道な整理・研究からは、新し
い知見も生まれている。
　上記のほか、縄文時代の古環境や縄文人の
活動範囲、祈りやまつりなど心をさぐるコー
ナーもある。この秋は、県立中央博物館で縄
文人のくらしを学び、ちばの縄文の凄さを体
感していただきたい。

　県立中央博物館で令和２年10月10日～12月
13日まで開催する企画展「ちばの縄文－貝塚
からさぐる縄文人のくらし－」では、県内各
地の遺跡から出土した様々な遺物を通して、
ちばの歴史を語る上で欠くことのできない縄
文時代とその文化について紹介する。
１　縄文研究のはじまり
　　－貝塚は絶好のフィールド－
　千葉は全国の貝塚の約３割が所在する日本
一の貝塚密集地帯である。日本列島は酸性土
壌であるため、通常の遺跡では貝や骨、植物
などの有機物は溶けてしまい残らない。とこ
ろが貝塚は貝殻のカルシウム分が土壌を中和
するので、土器や石器だけでなく有機物も出
土する。そのため縄文研究には絶好のフィー
ルドとなり、明治の考古学黎明期から多くの
研究者・収集家たちが千葉を訪れ、盛んに発
掘が行われた。
　今回、明治末頃に余

よ
山
やま

貝塚（銚子市）で発
掘後、県外で所蔵され、重要文化財にも指 
定されている土偶を約100年ぶりに里帰りさ

せて展示する。
幸
こう

田
で

貝塚出土品
（松戸市）、南

みなみ
羽
は

鳥
とり

中
なかのごき

岫１遺跡土
ど

坑
こう

出土品（成田市）
とあわせ、ちば
の縄文関連重要
文化財３件が揃
うのは、おそら
く初めてのこと
である。

情報アラカルト

県立中央博物館

令和２年度企画展
「ちばの縄文－貝塚からさぐる縄文人のくらし－」

余山貝塚出土土偶
（公益財団法人辰馬考古資料館所蔵）
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しいおめでたい模様が色とりどりの色彩で染
め抜かれている。ここでは、万祝に描かれた
様々な吉祥模様を紹介するとともに、錦絵や
銅版画などに描かれた万祝、その製作過程や
染め型紙、雛形本、染め見本などの製作に関
わる道具についても紹介する。

■展覧会情報
　会　　期：令和２年10月23日（金）～
　　　　　　令和２年12月６日（日）
　開館時間：午前９時～午後４時30分
　　　　　　（入館は４時まで）
　休 館 日：月曜日
　　　　　　（月曜日が祝休日の場合は翌日）
　入 場 料：一般300円、高校・大学生150円
■問合せ先
　千葉県立中央博物館大多喜城分館　
　住所：夷隅郡大多喜町大多喜481
　電話：0470−82−3007
　URL：http://www.chiba-muse.or.jp/SONAN/

　県立中央博物館大多喜城分館では、令和２
年10月23日（金）から12月６日（日）の会期
で、企画展「福を呼ぶ小袖と房総の万祝」を
開催する。
　近年、風水害や新型コロナウイルスなど、
私たちを悩ます問題が多数発生しているが、
今回の展示では、小袖と万祝に描かれた吉祥
模様と呼ばれるおめでたい模様を紹介し、少
しの間、華やいだ雰囲気を味わっていただけ
ればとの思いから企画した。
　日本を代表する服飾「きもの」は、江戸時
代から近代にかけて各階層の人々が着用した

「小袖」を祖型とする。小袖は男女ともほぼ
同一の形態であったため、染織や刺繍など様々
な技法を駆使した模様や大胆な構図を施すこ
とによって個性を演出した。また、当時の人々
は、縁起の良い意匠やおめでたい文字を散り
ばめた小袖を好んで着用し、互いに贈答して
幸運や長寿を願ったといわれている。
　展示会では、江戸時代に製作された「寿」
などの文字や「鶴」、「亀」など、おめでたい
意匠をあしらった小袖のほか、江戸時代の
ファッションカタログとも評される小袖雛形
本も併せて展示し、江戸のファッションモー
ドに見る吉祥模様を紹介する。
　また、房総が発祥とされる小袖の一種「万
祝」は、大漁の祝いに船主や網元から漁師な
どに配られる着物である。「漁師の晴れ着」
として、祝いの日などには人々が揃いの万祝
を身にまとい、豊漁を祈願して神社への参拝
を行っていた。このような万祝の模様には、
漁の対象となる魚や船印のほか、「恵比寿」
や「三

さん
番
ばん

叟
そう

」、「しめ縄」など、ハレにふさわ

情報アラカルト

県立中央博物館大多喜城分館

令和２年度企画展「福を呼ぶ小袖と房総の万
ま
祝
いわい
」

写真：万祝（恵比寿）
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②検査の実施例……相談を重ねる中で、保護
者からの希望で実施。WISC−ⅣとKABC
−Ⅱの検査を行い、本人の特性について把
握し、有効な学習方法等を保護者に伝えた。
相談では、遅刻や忘れ物をしないようにワー
クシートにて計画を立てて実行している。

③医療相談の実施例……相談を重ねる中で、
保護者からの希望で実施。医師から本人の
特性について、専門的見解が示され、今後
の方向性について保護者と確認ができた。

④出張相談の実施例……保護者からの希望に
より、所属校での本人の様子を参観した。
校長・学年主任・担任・関係機関とのケー
ス会議では、支援方法について検討した。

⑤地域との連携例……中学３年の不登校生徒。
相談を重ねる中で、保護者の承諾の下、地
域の進路状況に詳しい市教委に相談をつな
げ、卒業後の進路について検討を重ねた。

・本人の特性や保護者の気持ちを考慮しなが
ら、適切なアドバイスを行っている。

・関係機関との情報共有を的確に行い、適切
な支援策を話し合うことで、保護者と学校
や市教委等との連携に心がけている。

４　おわりに　
　子供や保護者に寄り添い、相談活動を行っ
ている。是非ご活用願いたい。

千葉市稲毛区小仲台５－10－２
（千葉県子どもと親のサポートセンター内）
電話相談：043−207−6025
　　　　　【月～金：９：00～17：00
　　　　　　　（祝日、年末・年始は除く）】
メール相談：sosesoudan@chiba-c.ed.jp

１　はじめに
　特別支援教育部は、特別な教育的支援を必
要とする幼児・児童・生徒本人と保護者に対
して教育相談を行っている。近年は、発達障
害の子供の相談が７割を占めている。

２　教育相談事業の概要
　教育相談は、当部の所員及び相談員（公認
心理師、言語聴覚士を含む）で対応している。
　※（　）内は、令和元年度の回数・件数
⑴来所相談について
①来所相談（81件　515回）
　保護者担当と子供担当を決め、二人体制で

行っている。
②グループ活動（６回）
　来所相談に来ている子供たちに小集団で安

全に楽しく活動できる場を提供している。
③医療相談（38件）
　来所相談の内容により、精神科・小児科の

医師、視覚認知（見え方）に関する公認心
理師による相談を行っている。

⑵電話相談（551件）・メール相談（21件）
　本人や保護者の他に学校の職員からの相談
にも応じている。
⑶出張相談（10件）
　来所相談を重ねる中で、保護者から希望が
あった場合、本人の在籍する学校等に実際に
訪問して連携を図っている。

３　教育相談の具体例
①来所相談事例……小学５年の不登校児童。

不登校の要因として本人の特性（広汎性発
達障害）と母子の関係性があげられると見
立てを行い、丁寧な対応を重ねている。

情報アラカルト

県総合教育センター特別支援教育部

教育相談事業の紹介
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常的な安全教育」「定期的な安全教育」をど
のように関連付けて取り扱うと効果的である
かを実践例として示し、児童生徒等に印刷し
て配付できるような資料やワークシート等も
掲載するなど、各学校園において、児童生徒
等の実態、地域の実態等に合わせた安全教育
の実施に役立てられるよう工夫して作成した。
⑵安全・安心な環境づくり
　子供たちが健やかに育つために、「安全・
安心な環境づくり」は必須であり、そのため
には、「安全管理」の徹底と「組織活動」の
充実が必要となる。手引には、安全管理の法
的根拠、学校環境や学校生活の安全管理上の
留意点、事故等の発生に備えた安全管理等、

「安全管理」の基本となる情報をわかりやす
くまとめてある。また、令和元年に千葉県を
襲った台風・大雨の災害状況や課題等も掲載
しているので、次への教訓としてぜひ活用し、
各学校園の安全強化に役立てていただきたい。
　更に、家庭・地域・関係機関を含めた「組
織活動」による安全・安心な環境づくりも、
手引を参考に充実させていただきたい。

３　おわりに
　「学校安全の手引」は、教育庁教育振興部
学校安全保健課のWebサイトからダウンロー
ド可能となっている。各種ワークシートや資
料、危機管理マニュアル等、必要に応じて印
刷し、授業や研修等で活用いただきたい。
　「学校で使いやすいものを！」を合言葉に
作成したこの「学校安全の手引」を、子供た
ちの「かけがえのない命」を守るために多く
の学校で活用いただくことを期待している。

１　はじめに
　千葉県では、令和元年９月、10月、立て続
けに台風や集中豪雨に見舞われ、県内に大き
な被害が発生した。また、登下校中に児童生
徒等の尊い命が奪われる事件や事故が発生す
るなど、近年、子供たちを取り巻く社会的な
情勢は年々変化しており、新たな課題が次々
と顕在化し、今後さらに深刻化していくこと
も懸念される。
　そこで、県教育委員会では、これまでの「安
全管理の手引」を大幅に改訂し、学校におけ
る「安全教育」「安全管理」の強化を図った

「学校安全の手引」を令和２年３月に発行し、
県内全ての幼稚園、幼保連携型認定こども園、
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、
特別支援学校に配付した。

２　「学校安全の手引」の活用
⑴自ら考え、主体的に判断・行動できる子供
の育成

　子供たちは、単に守られるだけの存在では
ない。幼稚園から高等学校までの発達段階に
応じて、児童生徒等の、自ら安全に対して主
体的に考える力、及び生涯にわたって健康で
安全な生活を送るための基盤となる、基礎的
な資質・能力を継続的に育成していくことが
求められる。本手引には、安全教育の３領域、

「生活安全」「交通安全」「災害安全」について、
発達段階ごとに指導しておきたい内容の一覧、
及び具体的にどのように安全教育に取り組ん
でいけばよいか、指導例も示した。
　学校教育活動全体を通じて安全教育を行っ
ていく上で、「教科等における安全教育」「日

情報アラカルト

県教育庁教育振興部学校安全保健課

子供たちの「かけがえのない命」を守るために　
～「学校安全の手引」の活用～
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２　研究の進捗
⑴令和元年度
①研究方法
　小林先生が推奨するAL、すなわち【説明（短
めに）→ワーク（長めに）→確認テスト（100
点をとらせる）→振返り（「個」に立ち帰る）】

（以下、「小林式AL」と記す）という基本パ
ターンで授業を展開する。その授業について、
教師は「チェックリスト」で自分の授業を振
り返るとともに、生徒には「アンケート」に
回答させ、両者をクロス集計することによっ
て【先生がどのような授業をすると、生徒は
何ができるようになるか】を探ることとした。
ア教師「チェックリスト」の項目
　ａ始業チャイム30秒前に入室する。
　ｂ生徒には穏やかな表情で声をかける。
　ｃ始業チャイムと同時に授業を開始する。
　ｄストップウォッチで説明時間を確認する。
　ｅ説明の際は「あー」「えー」など無駄な

発語をせず、思いつきの昔話もしない。
　ｆ説明時は、生徒の顔を見ながら説明する。
　ｇ板書が必要ない説明の時には、教壇を降

りて教室内を巡回しながら説明する。
　ｈワークを指示する際には、制限時間、到

達目標、ルール設定について明示する。
　ｉワークの間は教壇を降りて生徒を観察し、

必要に応じて質問により介入していく。
　ｊ授業終了時刻を厳守する。
イ生徒「アンケート」の項目
　ａ眠くならなかった。
　ｂ集中し続けていた。

１　はじめに
⑴千葉商業高校の概要
　本校は、1923（大正12）年に創立されてか
ら98年の星霜を重ねている学校であり、卒業
生は28,266名（令和元年度まで）を数える。
千葉市中央区松波という閑静な住宅街に立地
し、最寄りの西千葉駅からは徒歩７分、千葉
駅からも徒歩12分という交通至便の場所に位
置し、松波地区唯一の学校として地域の皆様
から温かな声援を頂戴している。
　千高教研商業部会の事務局が常置され、千
葉県商業教育の拠点校としての重責を担って
いる。令和元年度の商業部会総会の講師とし
て産業能率大学教授（当時）小林昭文先生を
お招きしたことから御縁をいただき、アクティ
ブラーニング（以下、「AL」と記す）へのチャ
レンジを本格的に始動させた。
⑵そもそもALとは？
　巷間にはALという言葉が氾濫し、いささ
か食傷気味の感がないでもない。「AL祭りは
終わった」とは、御指導いただいている小林
先生の言である。「一時の流行ではなく、本
質にまで踏み込んだ真のALを研究、実践す
る段階に至った」という主張であると理解し
ている。本校ではALの【目的】と【目標】
について、以下のような共通理解の下で研究
を進める。

【目的】生涯にわたるアクティブラーナーを
育成すること

【目標】生徒の頭がアクティブな状態になっ
ていること（生徒の「行動」ではなく）

先進校の取組

学校　　

NOW!

県立千葉商業高等学校

商業高校におけるALへのチャレンジ、その第一歩
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から見えてきた、「ワーク時間の確保、目標
等の明示、教員の積極的関与」を実践する中、
新たに生まれた課題についてはZoomを活用
し、小林先生から直接指導・助言を受けると
いう形で研究を進めることとした。以下に代
表的な質問を掲げる。

３　おわりに
　今後の展望としては、小林式ALの方法論
を更に深く学び、千葉商業高校の生徒たちに
適した形での授業展開を模索していくことに
なる。なお、小林昭文先生の著作は数多く刊
行されており、どれを手にしても参考になる
が、本研究においては『アクティブラーニン
グ入門』（産業能率大学出版部、続編として 
２・３も既刊）を主なテキストとした。紙幅
の関係で、本研究の概要しか報告できなかっ
たが、御質問・御感想等をお寄せいただけれ
ば幸いである。

　千葉商業高等学校　TEL 043−251−6335
　校長　岩瀬俊彦　t.iws10@pref.chiba.lg.jp

　ｃ仲間の多様性が学習の効果を支えていた。
　ｄみんなが協力している感じがした。
　ｅ一人ではできないことができたと感じた。
　ｆ授業時間が短く感じた。
　ｇ先生にやらされている気がしなかった。
　ｈ対話の効果を実感した。
　ｉ学校生活に役立つことを得た気がした。
　ｊ内容についてもっと深く学びたくなった。
　ｋ自分の生き方や考え方を変えるインパク

トを感じた。
　ｌこんな授業を毎日受けたい。
②結果及び考察
　教師の振返りと生徒の感想に、以下のよう
な相関の傾向が見られた。
　ア教師ｄ→生徒ｆ・ｊ・ｋ
　　　説明時間を厳守して生徒のワーク時間

を確保すると、生徒に授業時間を短く感
じさせ、更に学びたいという意欲を生じ
させる。

　イ教師ｈ→生徒ｂ・ｃ・ｄ・ｅ
　　　ワークに入る前に、到達目標や制限時

間を明示することで、生徒は集中を切ら
すことなく「対話的な学び」を継続でき
る。

　ウ教師ｉ→生徒ｅ・ｉ・ｊ・ｋ
　　　ワークの時間、教員が生徒に対して積

極的に介入（質問で声をかける）するこ
とが、生徒の活動を充実させる。

⑵令和２年度
　前年度から一歩前進させ、より具体的な成
果を出すことを目的に「授業改善委員会」を
組織して校内分掌に位置付けた。しかし、コ
ロナ禍はALを推進する上で大きなブレーキ
となる。そこで、ソーシャルディスタンスの
維持、マスクの着用、声の抑制、という３条
件が全て満たされる場合に限り、ALを実施
することとした。その際、令和元年度の調査

Q1　ワークに向き合う態度を評価した
いが、どのように工夫したらよいか？

A1　５段階評価の場合、通常１・２は
付かない。基本を４としてプラスがあ
れば５、マイナスがあれば３とする。

Q2　生徒に対してALのゴールを示した
いのだが、何をもって成功であると説
明したらよいか？

A2　自分で学べる、友人に聞ける、先
生にリクエストできる。そうした態度
が育成されればゴール到達と見なせる。

Q3　生徒の進度に差が出てくるので、
できの良い生徒に他の生徒を教えさせ
ている。できる生徒をどう伸ばすか？

A3　できる生徒は授業時間外に呼び出
し、個別に高いレベルの指導をする。
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２　コミュニティ・スクールをめぐって
　そこで、コミュニティ・スクールについて
取り上げたい。これを更新講習で取り上げる
ことについて、果たして最新の情報なのか、
ためらいはある。今日言われているコミュニ
ティ・スクールは、2000（平成12）年、教育
改革国民会議「17の提言」のひとつである。
すでに20年の歳月を経ており、時間の経過と
いう観点からして、とても“最新”とは言え
たものではない。
　しかし、これを新しい情報・知識として、
第一線に立つ教職員に広く届ける必要のある
ところに千葉県なりの事情がある。コミュニ
ティ・スクールについての経緯や仕組みにつ
いて、第一線に十分に情報が届いていない。
これが、コミュニティ・スクールをめぐる千
葉県の現状というのが筆者の認識である。
　「うちの学校と保護者や地域は、互いの関
係も良好であり、学校に対してとても協力的
である。」という話を学校関係者からよく聞く。
しかし、「だからミュニティ・スクールは必
要ない。」という話を、これまた多くの関係
者から聞いてきた。そして、話はここで止まっ
たまま10年が経過し、そして20年が経過しよ
うとしている。
　学校と地域の関係は良好であり、あまり話
を難しいことにしたくない。あるいは、家庭
や地域の話は少し距離を置いておきたい。で
きたらそっとしておきたい。そんな学校現場
の空気と教育委員会の阿吽の呼吸が、コミュ
ニティ・スクールを対岸に置き、時間を経過
させてきたというのがこれまででなかったか。

１　更新講習と教育の最新事情
　教員免許更新制にともない更新講習の講師
として、時に印旛教育会館や君津教育会館な
どに出向き、この９月には、長生教育会館に
おいて、その役を務めた。
　更新講習の目的として、新しい動きを取り
上げ伝えることを通して、知識や技能のリ
ニューアルを図ることがあげられている。
　教員免許更新は、必修領域、選択必修領域、
選択領域あわせて30時間以上の講習を受講し
修了することとされている。千葉大学では、
これら教員免許更新講習に向けて様々な講習
を開講して受講者に対応しており、そのひと
つに「【必修】教育の最新事情」がある。筆
者はその担当者の一人である。
　このことからして、“新しい情報や知識”
について、しかも受講者のほぼすべてが千葉
県の現役の教員であることを踏まえ、その選
択にあたり、学校のソトの動きを、しかも、
実践に何らかの影響を及ぼすと考えられるも
のを取り上げることに心がけ、2010（令和２）
年９月21日、長生教育会館での更新講習では、
次の事項を取り上げ、話を進めた。

　Ⅰ．2030年への道のり
　　１．新学習指導要領の実施
　　２．中央教育審議会：特別部会の審議
　　３．「令和の日本型学校教育」の姿
　Ⅱ．新たな分担と協働
　　１．義務教育学校
　　２．チーム学校
　　３．コミュニティ・スクール
　Ⅲ．働き方改革

学校歳時記

学校　　

NOW!

千葉大学教育学部特任教授　天
あま
笠
がさ
　茂
しげる

「教育の最新事情」におけるコミュニティ・スクール
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時代の教育と地方創生の実現に向けた学校と
地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策」

（2015（平成27）年12月）において、「最終的
にはコミュニティ・スクールとなることを目
指して推進していくことが重要である。」と
述べつつ、「基本的には学校又は教育委員会
の自発的な意志によって設置されることが望
ましい」との見解を示した。
　この一連の経過をふまえて、コミュニティ・
スクールの設置について、努力義務にとどめ
た改正に至ったわけである。ただ、この中央
教育審議会の思い、すなわち、学校や教育委
員会の自発的意志の尊重が、どこまで受け止
められたかと言えば、それぞれの事情によっ
て対応は分かれたということになる。
　そして、三つ目の転機が訪れようとしてい
る。ポストコロナにおける必置を前提とした
新たな分担と協働の時代の到来である。
　いずれにしても、コミュニティ・スクール
は、学校運営への地域の人々の参加・参画を
通して協働して地域の学校を支え盛り立てて
いく仕組みである。それはまた、地域の人々
に学校への貢献を求め、教職員と保護者と地
域の人々が共に汗を流すことを通して、地域
の学校を盛り立てて支えていく制度である。
　現在のところ、西日本を中心にみられるコ
ミュニティ・スクールは、京都市の御所南小
学校を原型とする地域が学校を支援するタイ
プが少なくないものの、それぞれの地域なり
の進め方があると思われる。千葉県の地域や
風土に見合ったコミュニティ・スクールの創
設、取組が期待される。
　そのためにも、コミュニティ・スクールに
関する情報を、第一線に立つ教職員に送るこ
とが、今こそ求められる。

　しかし、学校・家庭・地域の関係は安定し
ているものの、どこかマンネリ化し停滞し活
気に欠けたところはないか。新しい価値を生
み出すとか、未来を創造するとか、次の時代
に向けて新たなコンセプトを打ち出すものの、
なかなか地域は呼応しない。地域と一体感を
持てない。そんな思いを抱いている校長も少
なくないのではないか。

３　2030年に向けた新たな分担と協働
　コミュニティ・スクールは、地域の人々の
参加・参画を得て学校運営協議会と称する学
校運営の仕組みをつくり、そのもとに学校の
基本方針の承認や教職員の人事について意見
を表明することを通して、学校の運営を進め
ていくシステムである。それは、参加・参画
を通して保護者や地域の人々が学校を支えて
いく仕組みである。
　この間、コミュニティ・スクールをめぐる
国の歩みを振り返ってみると、２つの転機が
あった。一つ目は、2011（平成23）年である。
設置数について全国で公立小、中学校の約一
割にあたる3000校という数値目標を掲げ、５
年程度で設置をはかるとした。研究開発学校
など、点としての存在であったコミュニティ・
スクールを面的に広げていく。その第一歩が
数値目標の設定であった。
　二つ目の政策転換は、2017（平成29）年、
地教行法の改正によってコミュニティ・スクー
ルの設置を努力義務として教育委員会に課し
たことである。
　これに先立つ動きとして、教育再生実行会
議によるコミュニティ・スクールの必置化に
向けての提言がある。第６次提言（2015（平
成27）年３月14日）では、国にコミュニティ・
スクールの取組が遅れている地域の解消、地
域公共団体に必置の検討を求めた。
　このような教育再生実行会議による必置化
の提言を受けた中央教育審議会は、「新しい
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じゃんけん」で３つを身につけているか確
かめたり、「うで体操」で声を出しながら
肩甲骨まわりをほぐしたりする活動をした。

・②の活動は、畑の学習や合同学習の事前学
習、バザーの商品作りや縄跳び練習、卒業
式の練習などであった。

・③のフリータイムは、２時間目にスムーズ
に入れるように、短時間でもできるだけ取
るようにした。

⑶教室環境の工夫

・大きなスケジュール黒板と仕切りで目かく
しをしたところに、金田中のサポート学級
の生徒が作業学習で作ったベンチを２つ並
べ、体を横にして休憩できる「クールダウ
ンスペース」を作った。ベンチの上には、
柔らかい手触りのよいクッションを置き、
棚の上には花や猫のパズルなどを飾った。

４　おわりに
　日々新しい課題が生まれ、それを乗り越え
るための方法を一緒に考えてきたが、上記の
ような指導の工夫をすることにより、さまざ
まな困り感を持つ児童が互いに支え合い、認
め合って少しずつ力を伸ばすことができた。
つたない実践だが、何かお役に立てれば幸い
である。
　今後、鎌足小学校でも励んでいきたい。

１　はじめに
　今年度鎌足小学校に異動したが、３月まで
勤務した木更津市立金田小学校のはまっ子学
級（自閉症・情緒）の実践について紹介する。

２　児童の実態
　はまっ子１組の在籍児童は、４年生３名（男
２、女１）、５年生１名（女）であった。

３　日々の指導において工夫したこと
⑴１日の見通しを持たせるための工夫

・手作りのブラックボードを利用した。
・学年ごとに、毎朝児童がスケジュールを作

ることで１日の予定を確認した。
・教科名の背景の色が違うので、どこで学習

するかが一目でわかるようにした。（緑色→
はまっ子１組で学習。白→交流学級で学習）

・黒板の下に日課時程表を貼付。（A､ B､ 木曜）
・この黒板の裏側はクールダウンスペースに

なっていた。（黒板が目かくしの役割）
⑵在籍児童数や実態に応じた工夫
・１時間目を自立活動と生活単元学習とした。

その内容は、①朝の会、②今日の活動、③
フリータイムのようにユニット化。

・①の朝の会では「名札・はんかち・ちり紙

発信！ 特別支援教育

木更津市立鎌足小学校（前木更津市立金田小学校教諭）　吉
よし
田
だ
　暁
あけ
美
み

在籍児童の個々の困り感に寄り添った日々
～小さな工夫の積み重ね～



在する。他には、過去に行徳の入
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（共同
で使う土地）で、地元八幡の人たちが自由に
使えなかったとか、近くにある葛飾八幡宮で
放
ほうじょうえ

生会と呼ばれる儀式を行なっていた池の跡
だから入ってはいけない場所とされたなど、
話の内容は多岐にわたるが、どれも真偽のほ
どは分からない。どうやら、この藪が人々の
想像力を刺激し続けてきたことだけは確から
しい。
　現在、藪はぎりぎりまで開発されながらも、
依然として入ってはいけない土地、すなわち

「禁
きん

足
そく

地
ち

」とされ、その異様な存在感は健在
であるように感じられる。きっと、いま藪の
近くに住む子供たちも様々なうわさ話を語っ
ていることだろう。その中には数十年前まで
は無かった話があるかもしれない。市川市八
幡近くにお住まいで、機会があるなら、子供
たちに藪につい
てどのようなう
わさがあるか聞
いてみてはいか
がだろうか。時
代とともに遷り
変わる話の中に
は、世相を映す
ものがあるかも
しれない。

　JR総武線本八幡駅北口から徒歩５分、市
川市役所の向かい側に小さな藪がある。藪の
目の前を通る国道14号には多くの車が行き交
い、裏手には商店街が広がっている。人々の
生活の勢いに押されて少し肩身が狭そうにた
たずんでいるこの藪は「八幡の藪知らず」と
して知られている。
　この藪は、入った者が二度と出てこられな
いと言われ、江戸時代の後期ころには文献に
その名前が確認できる。現在でも広辞苑に記
載されており、それなりに有名だといえるだ
ろう。筆者は市川市の出身であり、小学生く
らいになるとこの藪に関するうわさをいくつ
か耳にした。入ったら出てこられないという
ものが多かったが、子供心に、向こう側が見
えるような藪なのになぜ入ったら出てこられ
なくなるのか疑問に思ったものである。なか
には毒ガスが湧き出ているなどといううわさ
もあり、藪の前を通りすぎるときに息を止め
ていたこともあったが、怖がるというよりも
面白がっていたと思う。
　この小さな藪がなぜ入ってはいけない場所
として伝えられているのか、調べてみたこと
がある。結局、その理由についてはよく分か
らなかったが、調べる過程で様々な話が伝え
られていることが分かった。平将門の乱に関
係した場所であるとか、はたまた、水戸黄門
が諸国漫遊の際に入って迷ったという話も存

千 葉 歴 史 の 散 歩 道千 葉 歴 史 の 散 歩 道

県教育庁教育振興部文化財課技師　佐
さ
山
やま
　淳
あつ
史
し
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